
研究所の出版活動

本研究所K辛子ける共同研究や個人研究の成果は，所内 選人名簿J.御茶の水書房. 1 970~ 1 97 j ) ， 以後は，

の各種研究会(月例研究会，全体研究研究会，グノレープ 本項目の形式K吸収 ・統一する とととなった。

研究研究会在ど )vてないて報告されるととも VC，下記の (7) 東京大学社会科学研究所文献資料目録(形式 ・東京

各種刊行物として公表されている。 大学社会科学研究所編集 発行，非売品)・・ ・研究所

(1) 東京大学社会科学研究所紀要『社会科学研究 j 所員，資料掛)が作成した文献や資料の目録で，現

( j 948年2月創干1]，年 6回，非売品)・ ー本研究所の 在第 5冊まで刊行されている。

機関誌として， 11個閏人研究主公?よひび，共同研究の成果の発表 (ωB剖 Anna1 s 0 f 1 he 1 n】st 1 t 川ut同e0ωf Social Sc引ler川巴

の場と念つている。現在 (μ1976年度末，以下£台、在じ形式.東京大学社会科学研究所編集 .発行'年 I回，

第28巻第6号まで刊行されている。 非売品.Ai: 6まで Social Science Abstracts) 

(2) 社会科学研究叢書(形式・個人名義の単行本，市販) ー 主として，所員の「個人研究JIグノレープ研究」

1948年から 1949年Kかけて，社会科学協会の 「全体研究」の成果のうち，海外の研究者との交流に

企画Kより，所員の個人研究の成果を自白書院から刊 有益な論文その他を外国文(主として英文 )vc翻訳し

行したもので 5冊の刊行を もって終り，次項(3)VC継 たもので，現在必18まで刊行されている。

承された。 (9) 全体研究の成果の干1]行… 1960年代以降の全体研

(3) 東京大学社会科学研究所研究叢書(形式・個人名義 究の研究成果をまとめたもので，現在までVC，r京葉
の単行本，市販) ー所員が個人としてその研究成果 地帯Vてなける工業化と都市化j(東京大学社会科学研

をとりまとめたもので，現在第45冊まで刊行されてい 究所編， 1965)，r基本的人権j(全5巻，東京大
る。 学社会科学研究所編. 1 968~ 1 959) ， r 戦後改革』

(4) 東京大学社会科学研究所研究報告(形式 ・個人また (全8巻，東京大学社会科学研究所編， 1 974~ j 975) 

は研究会編集，市販)・…・・所員が「グノレープ研究Jと 等が刊行され，東京大学出版会から市販されている。

して行った調査研究の成果を取りまとめたもので， 。閉 その他の出版物

現在第26集まで刊行されている。 ①『社会科学の基本問題J(全2巻，東京大学社会科

(5) 東京大学社会科学研究所調査報告(形式 ・東京大学 学研究所編.1953) ー本研究所の童Ij立15周年を

社会科学研究所編集・発行，非売品)・…ー所員が個人 記念して刊行された論文集。

または「グノレープ研究」として行った調査研究を，中 ②本研究所の紹介 ...r東京大学社会科学研究所要覧』
間報告として取りまとめたもの，あるいは最終報告で (非売品)は，本研究所の泊革・規則 ・組織 ・職員

あるが，研究の性格上市販されがたいもので，現在第 ・予算・設備・図書・資料・研究の概況 ・出版物な

15集まで刊行されている。 ど，本研究所の高oと活動を紹介するもので，約3
(6) 東京大学社会科学研究所資料(形式・東京大学社会 年どとK作成され，現在Ai:7(1974)まで刊行さ

科学研究所編集・発行，非売品)・ ー所員の調査研究 れている。 TheInstitute of Social Science 

を通して収集された資料を，主として資料紹介を目的 は，前記『要覧Jを簡単Kして英訳したものである。
として公表しようとするもので，現在第7集まで刊行 また『研究経過ならびK実績』は，共同研究なよび

されている。 個人研究の双方Kついて，当該年庶ーの研究計画と前

左右>，所員Kよる資料の公刊が， I東京大学社会科 年度の研究経過と実績をまとめたもので，各年民主の

学研究所資料叢書J(第 1集・全5冊)の形式を以て 当初K刊行されている。

行われたととがあるが(r貴族院多額納税者議員互
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東京大学社会科学研究所紀要

『社会科学 研究』

第 |巻

1号 1948.2.10 2号 1948.4.30

3号 19118.9.10 "号 1949.1 .15 

矢内原忠雄創刊の辞...・ ー.........・ ・・・I号

論説

字野 ~L.、蔵社会科学の客観性 マァクス・

ウヱーパーの『理想、型』について一一 . .• 1 

内聞 力蔵 ベンタムの立法理論研究への序説 ......1

林 茂日本K卦ける社会主義研究組織の

松本達郎藤田五郎著『日本近代産業の形成.1....3

竹浪祥一郎 グアノレガ批判lについてー ー................3 

U 回中和夫著『英米法の基礎 j..・ ・・ 3

嘉治真三 C.W.ライト著「合衆国経済史 j.. …'4 

有泉 亨 イギリスの労働裁判K現れた賃金

決定の原理一一ラ YキYの著書K

よって一一 ・ ー ・ー・.4

資料

山之内一郎 ユーゴスラグィヤ連邦人民共和国

憲法ー......................一一 ..............3 

学研民主主 労働組合実態調査中間報告

義特別委員 労信』組合と民主主義ーー・・・一 ..3 
会第四部

生誕ーー明治31!¥j三の「社会主義研 南原 繁社会科学研究所の設置Vてついて .........1

究会Jf'[ついて一一ー ー..................1 所報

鈴木鴻一郎 日本農業Vてなける資本主義の発展 … . •••....•.. ……・・・・・・・…….........2

『新封建派』の見解Vてついてー ....1 11 ・・H ・M ・-一ー・ ぃ・ .....・ー・・・・・…・ ・0 ・ 3 

高橋勇治 中国新憲法と基本的人権 ・ ー・0 ・ .2 …....・ H ・............… .....4 

大内 力生産力理論K卦けるスミス とリス

卜!1){2)(3・完 ・白 目E ・ ・ ・・ 2.3，4 第2巻

毎回庄兵衛幸徳秋水の思想的転化一一明治社

会主義運動の方向転換論争をめぐ

I号 1950. 4， 5 2号 1950.7. 5 

3号 1950.10.31 4号 1951.1.31

ってー ー・・・・・・ 0 ・・ e・・・ー ..................2 論 説

有泉 亨朝鮮婚姻法の近代化................・0 ・・ 2 宇野弘蔵 『経済学の方法』について ・・ー・ ・ ] 

鵜飼信成司法権優越制と国会主権の原理 高橋幸八郎 r.".ニュ 77クチュア 』の歴史的
一一サー・エドワード ・コークを 形態一一資本命Ij生産の端初的存在

中iL，'f'[して一一一 ー .........・......3 形態について一一 一.......................1

内田 力蔵 ベンタムとブラックストウン(1) 高橋 勇治近代中国ノレヰサンス(1)(2) 反儒

ベンタムの立法理論研究への 教運動を中心としてー_..・ 0 ・・ .• 2，" 
序説その 2一一 ー ・・・・0 ・・ 4 藤井 洋ニューディ ノレの信用政策 貸

遠藤湘吉 ホ y プズ研究序説(1)..........・一......一一4 付資金の過充を中心として ー一 2 

佐藤 功 ロベノレト ・フォン ・モーノレの生涯 遠藤湘吉 ホップス研究序説(承前)ー …… ・ー 2 

と学説川一一ドイツ K品、ける近代 山之内一郎 ヴイシンスキ-f'[よるソグェト

国家学の系譜 その 1 ・0 ・e・0・・・・ 0 ・'4 法理論の確立(1，完)•••• •••••• .•• ...• •.• 3，" 
展望 大内力戦後日本農民の財政負担 …・・一 "".3

遠藤湘吉国有化とイギリス労働党をめぐっ 佐藤 功ロベノレ卜・フォン・モーノレの生涯

て ー ーーー ・ーー・・ーーー・....・ 2 と学説 (2.完)一一ドイツ K品、ける

紹介 近代国家学の系譜その I一一… 3

鵜飼信成パウンド若『行政法』一ーその発 鈴木鴻一郎 『総体的価値形態から一般的価値

達-手続及び意義一一・・ー....・0・・・ 0 ・・・・1 

大内 力 カーノレ・カウツキー 『労働者保護

と農民保護』

嘉治真三 アメリカよりの寄贈書二篇一一

R.B.Hall Area Studies そ

の他一一・・0 ・ ー ーー・ー・・ー ー・・・ ・・・・・・ 2 

形態への推移 jf'[ついて一一宮)11

実教授K答う一一 ー・ 一 e・.. 目・・ 4 

持論

磯田 進改正労働組合法の若干の問題一一

アウトサイダー組合・不当労働行

為一一ー
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研究覚書

内田 力蔵 パウ Y ドの法発展方式について

メーンの法進化論との関係 . 3 

加藤俊彦安田銀行と安田善次郎 ー ー・ ー3

喜多川篤典 「制度」の法律的意味Vてついて

米谷隆三著「約款法の性格」

を読む ・ーー 一一ー ・ー・ ー・ ・4

学界展望

有泉 亨 労働法にむける解釈の問題 …・・・ …...・・ 2

大河内一男 社会政策論争の論 ... 一一…・・・…・..2

鵜飼信成わが国は共和国である という考

え方をめぐって・・・ー・ー 一一ー........4

文献解説

鈴木鴻一郎 戦後十てなける「資本論」研究文献・ー ・ I 

林 茂満洲事変以降の政治過程(1)・ー・ 0・4

紹介

下山瑛二高柳賢三著「英国公法の理論J............ 1 

林 茂グウチ・外交並びK治術K関する

諸研究 1942年干11........... ー ..2

藤田 若雄吾妻労働法学の基底Uてあるもの

吾妻光俊著『近代社会と労働

法 』を読みて一一 ー ー ーー・….......2

竹浪祥一郎 チェノレヌイシヱーフスキイの経済

学書................一 ・・…・・一一 ....・H ・.2

資料

学研民主主 教職員適格審査委員会合よび公職

義研究特型適否審査委員会の分析 I 
委員会第二
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研究所の出版活動

佐藤 功政治と憲法一一ピスマルクの憲法

思想 ドイツ Vてなける近代国家学

の系譜その 2-ー・ ・・ ー ....・ 1

遠藤湘吉減税について 卜7 ス ・ペイ y

Kふれつ~-_. . . .. ..一. . .. •.•. ••. •. . .• ••••.. 1 

磯田 進村落構造の 『型Jの問題ー....... 一'..2

氏原正治郎所謂「常用工」と「臨時工Jvcつ
いて一一わが国労働経済のー問題

点一一ーーー ー ........，...ー 一 2

労働基本権の保障について ・ ー.......3

『資本論jvcなける恐慌理論の難
点.................................…・・・ ・・ ・ー・ 3 

条約改正をめぐる初期政党・ー ・・ e ・3

国家独占資本主義としてのニュー

ディーノレ(遺稿) ー・一一 .• ..........4 

アメリカ行政法の展開 ・・ 0 ・・ー・ー・・ ー'..4

有泉 テ

宇野弘蔵

小山博也

藤井 洋

鵜飼信成

展望

末延三次

嘉治真三

内田力蔵

アメリカ法研究の方法について ・ . •• 4 

アメリカに於ける地域研究K就い

て ー・

アメリカになけるパウンド法学の

ある評価について 一つの名、ぽ

えがきーー・

実態調査

宇野 弘蔵 長野県西筑摩郡王滝村調査報告・・・ー・ 2 

鈴木鴻一郎

加藤俊彦

武田隆夫

遠藤湘吉

大内 力

紹介

近江谷左罵之介二つの窮乏化理論一一カウツ

キーと卜ロコンスキ ーー ・・ ーー・ー ・ '.1 

の最近のー水準一一-一 ー ーー・ー… ..3 資 料

磯田 進川島武宜・渡辺洋三箸「土建請負 鵜飼信成大学と共産主義者 カリプオノレ

契約論J............... …・……・・ 0・ー …4 ニア大学事件の判決について ..'・ 1 

氏原正治郎 ILO Action Against 高橋幸八郎 1848年の農民問題・・0 ・・ー ー・・ ・・ I 

Unemployment ...・ー.• • • . • . . -. . • . • . .・・ 4 林 茂満洲事変以降の政治過程(2) 文

献解説一一

第3巻

1号 1951.9.10 2号 1951.12.28

3号 1952.6.30 4号 1952. 7.30 

=.6.三M
日間 毘見

林 茂 貴族院の組織とその性格一一貴族

院令起草者の意図したもの一一・・・・・・・ー 2

内田力蔵訳 パウンド「アメリカ法の発展とそ

のイギリス法からの離脱点J(t) 
字高 基輔再生産論と恐慌との連繋について (2 完) ー…・・・…..........… 2，3

一一山本二三丸著『恐慌論研究』 高柳信ー へフター 119世紀Kなけるドイ

V亡よせてーー・…ー ー… ・.... …・… I ツ自治行政J..……ー…......…....・ o・..3 
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第4巻

l号 1952.11.20 2号 1954.1.25

3号 1954.2.25 4号 1954.5.30

論説

加藤俊彦 日本勧業銀行の成立(1)，(2)・・ ー......1，2 

大内 力 農民層の分解にかんする一考察・・・・ ーー l
近江谷左馬之介

高柳信一 プロイセ y地方自治情Ijの生成とそ

長坂 聴ベJレンシュタインの『金融資本論』

批判lをめぐって・ーーー ーー一.............4

書評

輝峻衆三大島清著『農業問題序説』一 ・・・… ・ー2

第5巻

l号 1954.7.30 2号 1954. 8.30 

3号 1954.10.20 4号 1954.12.20

の特質(1).………ー・ ー・ー…・…ー・・ ーー.....1 論 説

林 茂日独伊三国同盟成立の経緯(1)一一 嘉治真三アメ リカ合衆国Kなけるセクシ ョ

主として日本側資料による一つの

覚え書き -…...........・・・…ー…・・2

ンとリジ ョ:/.......…・・・目。........・ーー ・・ 1 

福島 新吾戦後日本の警察と治安・ …・・…・ ー…"'1

潮見俊隆漁業労働関係の特質ーーその 1 石田 雄 「家族国家」観の政治的機能

と<~歩合制の問題を中心K して ・2 「形成期~:j:.'ける 『 家族国家 』 観

渓内 謙 ソグェト行政になける統制組織の の構造と機能J第 3部一一・ ・・ー 一 ..2 
岡田与好 イギリス ・マナー崩壊の基本的特発展一一官僚主義克服過程の一考察-，.3

藤田 勇 ヰッフ・第一期の契約法Kついて 質(1)(2)一一農業Kなける資本主義

一一過渡期の法に関する考察ー・…・… 3 形成の歴史的前提一一・………一・… ・ー 2，3 

藤田 若雄 「組織的強制Jの社会的性格 吉野 悟古代ローマ Vてなける掌捕の構造(1)

ユニオン ・ショップ命IJの研究 '..4 

石田 雄 「家族国家」観の観念構造一一政

(2)一一古代ローマ法Kむける支配

・責任・債務の展開 第 l音1¥の 1，

治構造へのアプローチとして一一 … 4 2一一 ・・・・................・0・・・・・・・ ・・0・・・ 3，4 

叢説 磯田進農村K辛子ける援制的親子関係Kつ

高橋勇治中国~なけるプノレジョア民族解放 いて(1)(2)ーー特K村落構造との関

運動の本質と限界・ ・ーー 一 ........3 連Vてないて一一 一 ………一一一一 3，4

研究ノー ト 鈴木圭介アメ リカ農業の地帯的構造一一農

藤田若雄戦後労働政策の特質と経営協議会 業K台ける資本主義発達の若干の

一一労働協約研究覚書一一・… ーリ・ ・ーl 問題Kついて 第 1部一一・…ー … ・・…ぃ4

江守五夫年齢階梯街IjならびK自由恋愛に関 研究ノート

するH・シュノレツの学説について.........4 江守 五夫年齢階梯制度下U亡事、ける婚綱と親

展望 族組織の形態K関するH 'クノー

有泉 亨住宅立法の問題点・……・-…一 .........2 の学説Kついて(1)・・・・ ・............4

調査 論評

松本達郎絹 ・ 人絹織物業~かける労働事情 宇野弘蔵 『資本論J~会ける利子論Kついて

秩父織物業Kついて ・・・・…・ 回目 2 一一三宅義夫氏の非難K対する弁

紹介 明一一-

外尾健一フランス労働法の概念と性格一一 資料

デュラン「労働法要論」の書評K 山之内一郎 クリコプ船長事件の鑑定書一一ソ

代えて一一・・・・ー ・・・・ー・田……・・…........1 グェ ト法U亡がける公船の性質事、よ

福島新吾 警察権限及び手続き K関する王立 びその他Kついて一一一-・…・-….......1 

委員会報告(1929年)一一警察 江守五夫訳 A'H・ポスト『民族学的法学研

権の強化と小市民の批判一一 ・・・ … 2 究序説』 一・...............… ・・・ ー・田・2

資料

マチアス・ラコ・/

竹浪祥一郎訳

労働協約研 スイス・パーセソレ地方化学産業統

わが人民民主主義の道・…....一・・… 3 究会訳 ー労働協約一一外国労働協約資料
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(1)_.....................・ e・・・ーー ー..2 

労働協約研 フランス家事使用人の全国労働協
究会訳

約一一外国労働協約資料(2)一一- ー..3

労働協約研 ハンブノレグ地方金属産業基本労働
究会訳

協約一一外国労働協約資料(3)一一・ ・ ー4

書評

面韓国 進本多淳亮『米国不当労働行為制度J..… l 

大島 太郎平野義太郎著『国家権力の構造』 一ー 3 

戸原 四郎 エノレスナーの恐慌論...........................4

第6巻

1号 1955.2.28 2号 1955. 5.30 

3号 1955.7.30 4号 1955.10.30

論説

鈴木鴻一郎 『簡単な価値形態J(1)(2)一一久留

研究所の出版活動

ービュー計画一……・・ ...・ e・ー・ 0・0 ・ぃ l

書評

秋田 成就 イギリス労働組合の実態研究に関

する二著について・ー……・・ ー........2

本橋 渥許地主新著『広義政治経済学第3

巻』・ー・ー …・・・…・.. • • . • . . . . . …・・・… 2

第7巻

l号 1956.2.10 2・3・4合併号 1956.3.10
<山之内一郎教授還暦記念号>

5号 1956.5.10 6号

論説

鈴木圭介 アメ リカ農業K晶、ける資本主義発

達の諸指標一一農業VU:，-ける資本

1956.8.10 

てい
い
っ

…

K

…
 

題

・
聞
い
の干若一

昨

一

発

部

義刊

2

主

第

間鮫造教授の所説Kふれて一一.........1，2 吉野 悟古代ローマ法Kなける握取行為

吉野 悟古代ローマ法K於ける拘束行為の CMancipium)の構造(2)一一古代

構造一一古代ローマ法に於ける支 ローマ法Kなける支配 ・責任 ・債

配 ・責任 ・債務の展開第 2部一一ーー ーl 務の展開第 3部の 2ー ...........・ e・..1 

磯田 進農村f'C;J:，-ける擬街IJ的親子関係、Kつ 宇高基輔東欧諸国にむける土地改革と農業

いて(3・完)一一特K村落構造 の再編成ー一人民民主主義経済研

との関連tてないて .... •• •. ... •. •. ... .•.. • 1 

鵜飼信成地域行政の構造一 ..............................2

有泉 亨労働協約の余後効Kついて一一労

働協約覚え書の I ・ … ーー 一 ..3 

大内 力 価値法則と日本農業 鈴木鴻ー

郎・大島清両教授の批判1Jf'C関連し

てー一一-一・ー・・・・・一 . . • • . • • . • . ・ ー.....3

永原慶二 日本tてなける封建制形成の歴史的

前提......………ー・ ・ー・・ ・一 ー".4

吉野 悟古代ローマ法Kなける握取行為の

構造川一一古代ローマ法Kなける

支配・責任・債務の展開第 3音[1

の 1一一一........・・・・...・・・・ 目・ー・ ー・・・-一.4 

研究ノート

江守五夫年齢階梯描IJ度下f'C;J:，-ける婚姻と親

族組織の形態K関するH'クノー

の学説について(2)・ ・・・ ・・ ........1 

奥平康~j.、 非米活動委員会をめぐる若干の点描......3

調査報告

渡辺 洋三 下関になける漁業労働関係の写実態・・一 一2

紹介

加藤俊彦銀行史紹介・・…・・・ ....一一一…・ー4

資料

嘉治真三 社会調査に於ける質問書とインタ

究序説一一回一ー 一 ・・・ …・…2・3・4

高橋勇治 中華人民共和国憲法Kついて・…ー 2・3目4

宇野弘蔵市場価値論について ー・ぃ……・日・・ 5

李 在茂朝鮮Kなける「土地調査事業jの

実体・・・・一-一ー ・ー … -一……・・ 5

小山博也 明治前期Kむける地租軽減論の展

開一一自由党をめぐって一一・ー…・・…… 6

吉岡 昭彦 1 7世紀イギリスの「耕作地主」

について一一口パート・ ローダー

の農業経営とその歴史的地位一一 …….6

回顧と展望

山之内一郎 日本Kなけるソグェト法研究一一
福島正夫 山之内一郎教授に開(_.........2目3・4
稲子恒夫
藤田 勇

資料

内藤目IJ邦炭鉱労働組合の組合財政一一日本

炭鉱労働組合支部組合財政実態調

査より一一…・………・… .... ・・… ・・・ 5

占領軍の労働政策K関するー資料… '.6 

書評

障峻衆三業原百寿著「農業問題入門」・・…・ … ・1

安良城盛昭 永原慶二箸「日本封建社会論J..……...6 
山之内一郎教授著作目録・年譜.......ー..…・・ー.2・3・4



第8巻

l号 1956.11.15 2号 1957.1.21

3・4合併号 1957.2.28 5・6合併号 1957.3.28

論説

外尾健一 フランス初期労働協約法理の形成

過程(1)(2)(3) ・ ・ ・・ー・・…・ 1，2，3・4

江守五夫本邦のく一時的訪婚>慣行の発生

~関する社会構造論的考察(序説)

(本論その 1)..... … 一一 .......2，5田6

藤田 勇全人民的所有の運動形態としての

計画契約の法的構造(11・・・・・.......・・3・4

大島太郎 日本地方行財政の形成と構造(1)

原型創出過程の考察 ーー・ 5・6

調査

氏原正治郎都市Kなける貧困層の分布と形成

江口 英ー に関するー資料(1)・・・田……・ー・ ー 1 

資料

大内 力農地改革~なける農地買収価格K

大内 力市場価値法則と差額地代.....….......4・5

1J日藤俊彦 日本勧業銀行の研究一一日清戦後

乃至日露戦後を中心Kして .•. 4・5

林 茂立憲改進党員の地方分布

附立憲改進党員名簿 ーー・ー・ 4.5 

李 在茂いわゆる「日韓併合J= I強占」

前になける日本帝国主義による朝

鮮植民地化の基礎的諸指標ー ・・…ー・・・ 6 

回顧

語り手 経済学四十年(座談会) ・ー …・・ .4.5 
宇野弘蔵

聞き手

林 茂，大内力，加藤俊彦.
石田 雄，遠藤湘吉，渡辺洋三

調査

渡辺洋三入会山に関するー資料 長野県

湖南村調査報告一一一- ー…・…・ ....2

紹介

小山 博也 『ドイツ諸政党の社会学』 ー ・ー.....3

資料
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進
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真

外海
治

田
嘉

磯

戸原 四郎 マノレタス遺稿とアムステノレタム社

会史国際研究所・・ ・ ー・ ・・ー ・5・6

第9巻

l号 1957. 6.25 2号 1957.8.30

3号 1957.11.15 4'5合併号 1958.2.20
<宇野弘蔵教授還暦記念号>

6号 1958. 3.20 

4・5

3・15事件(1928年)当時押収

された日本共産党関係資料ー・ 0・・ ・・ 6 

海外学界事情

鵜飼信成 アメリカ法学界展望....・・……・一一 6

宇野臥蔵教授著作目録 ・年譜・ 一..……… .. 4・5

第 10巻

l号 1958.8.25 2・3合併号 1958.11.10

4号 1958.12.10 5号 1959. 3.16 

6号 1959. 3.24 

論説

論説

古島 和雄 中国の土地改革と富農問題ー・ 日・ 0・ー…・・1

藤田 勇全人民的所有の運動形態としての

計画契約の法的構造(2) 第 2部

のI一一・

守田志郎明治期Uてなける地方銀行の展開と 戸原四郎 ドイツ金融資本成立過程の研究(1)

地主及び商業資本一←新潟県第四 (2) ノレーノレ地方の重工業と銀行

国立銀行を中心K一一・・ 田…・・・・白 目……ぃ2 との関係ーー ・・ー ・一.... …・・・ 1，2.3 

大島 太郎 日本地方行財政の形成と構造(2) 田中英夫公益事業の料金の統制の内容と

一一原型創出過程の考察一一・・ ・・・ 2 Due Process Clause .............…・…I

渡辺洋三入会権の実態と性格(1)(2)ー l 潮見俊隆固有林の法律問題一ーその 1

国有林法制の展開と固有地入会権 共用林野制度一一 ...........一…・・ 2・3

の解体 … ・・ …-一 …・・・一'"3， 6 石田 雄 農業協同組合の組織論的考察一一

大石慎三郎封建的土地所有解体K関する研究 わが国圧力団体の特質究明のため

ノート・ ・・ー・ー ・・ ・・・・................・・ 3 ~一一一 日ー....・・回目・・・ 0・・ ・・・ ・・ 4
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長坂 根創業利得の一考察一 ーー・ ・ー・・一.....4

遠藤湘吉株式会社の機能について 長坂

聴兵の所論Kふれて一一一.... ・ 0・・・ 5

奥平康弘 アメ リカKなける映画検閲借り(1)(2)

現代Kむける表現の自由のー

考察一一・・…ーーーー・ 一 "'5，6

氏原正治郎 本工・臨時工・社外工 -・ー .....・6 

研究ノート

遅塚忠興 アy シアン ・レジームK於ける大

借地農の成立とその基本性格.... ー6

調査

藤田若雄賃金協定K関する覚書 ー 一 一l
津田真激炭鉱Kなける坑外労働と労働組合

のI殿場組織..... 一ー...........・ ・・ ・6

資料

安良減盛昭 明治22年「田畑自作地実際収穫

及該耕作ニ対スノレ実質明細調J!tL 
ついて・ ー・ー・・ ー・ ー ........2・3

関谷嵐子 イギ リスの労働組合になける「遍
ピゾグνスアム

歴制度」の紹介一一E.J.Hobs

bawm， The Tramping Artisan 

( Econ目 Hist.Review， 2nd 

Series， Vol.皿.No.3.1951) 

の所論を中心として←-'・・・ ...・ ・・・・ 5

海外学界事情 ・動向

有泉 亨 いき‘りす人の法生活 ー・…・・・・…・・・ 2.3

高橋幸八郎 1 4・5世紀になける「経済的表

退」論K関する最近の宣言J向とその

研究所の出版活動

過程-一・・・ ・・ ・・・ .. •• ・ ....4 

絵沢弘陽天皇制体制!tLなける労働運動リー

ダーシップの諸類型(1トー ・・ .•• ....5・6

渡辺洋三 明治期の借地制度・ 0 ・ぃ … ・5・6

津田 秀夫安政段階の種物及びf由K関する

「国訴J!tLついてリ ・・・リ・ ......・ 5・6

研究ノート

利谷信義家団論K関する覚書一一成立の契

機と性格 ................. …・ 3

調査

氏原正治郎・江口英一 都市!tL:lo'ける貧困層の分

高梨 昌 ・関谷耕一布と形成に関するー資料(2)" 2 

小林謙一北洋漁業の雇用構造ーーなもにサ

ク ・マス独航船について一一 .......5・6

資料

小林謙一 イY ド農業問題の諸相 1958 

年10月インド共産党全国協議会の

決議一一一一一...........・・ .......，...・ 4

書評

戸塚秀夫大河内一男

研究動向

氏原正治郎編「労働組合の構造と
藤田若雄

機能j一一労働組合研究の最近の

動向一一 ー ーー … ・・0・・・・・ ー4

水本 浩わが国Uてなけるイギリス土地所有

法研究の進展・・・….... ・ 5.6 

海外学界事情

批判 ーー…ー………・・・…・ .................4 大内 力 モリス rl873年より 85年tていた

る明治期日本!tLむける小農民問題む

第 11巻 ーアメ リカの日本経済史研究の

1号 1959. 8.15 2号 1959.9.15 一端一一 ー

3号 1959.12.25 4号 1960.2.17

5'6合併号 1960.3.26 第 12巻

論説 1号 1960.9.12 2号 1960.11.21

望月礼二郎謄本保有権の近代化(1)(2) イギ 3号 1961.1.20 4号 1961. 2.28 

リス土地所有法近代化のー断面 ・・ 1，2 5号 1961.3.15 6号 1961. 3.25 

佐藤 進革命と反革命の過程十てなけるプロ 論説

イセ Yの所得税立法..……・ 0・・ 0・一一 l 有泉 亨

遠藤湘音 声パコ専売法の制定と補償問題ー ー......2 ク法tてなける現物給与をめぐって

鵜飼 信成 基本的人権と公共の福祉 ー・ー・・...........3 一一・・・…・・

大内 力 アメリカの土地所有................…-・ 3 石田 雄組織の生成から消滅まで・ー …・・・ ・・・ 1 

高柳信一行政上の立入検査と捜索令状一一 渡辺洋三近代的土地所有権の法的構造ー ........ 1 

プランク事件判決によせて一一・・ 0・・…"4 石崎 昭彦 アメリカ金融資本成立過程の研究

遠藤輝明 フランスKなける産業草命の展開 (1)(2)一一鉄鋼業の構造変化を中心
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Kして一一 ・..・・・・・一....... ・・・・・・ー2，4 

1渡辺 昭商品の「価値の実体j論と商品の

「価値形態J論(1)12)一一労働価値

説の歴史になけるマルクス一一・…・ 2， 4 

高橋 勇治 中華民国憲法の欺i備性Kついてい ー …・3

高柳信一 日本Uてなける法の支配ー -一..• • • . • • . • . . .・ 3

藤田若雄戦後労働運働史の理論仮説 ....一......5 

藤田 勇初期 ソビエ卜 Kなけるマノレタス主

義法理論の展開(1)一一ーそのー側面一一。ー5

浅井 教社会主義的憲法原理としての民主

集中ltJlj(l)ー・ 一- 一ー・・・ー ー一・ ・・・・ 6

古島不u雄 中国の農業協同化と人民公社ーー

人民公社の基礎構造解明のための

覚書として一一・…・ υ ・・ H ・・0・ー・ ・ ー 6 

研究ノート

神野埠一郎 カブダKなける独占 ・6 ・・ー・・ ・・ ー・ l 

稲本洋之助 ナポレオ y民法JI4.( 1804年)(11:

なける家族法ーーその近代法とし

ての論理的可能性Kついて ・ー・・ ・・・ 2

資料

浅井 教法の本質と社会主義的適法性 - ・・3

大内 力農地改革のさいの農地買収対価の

増額請求事件の判決について ... 6 

資料紹介

石川 浩戦後東独人民革命と国家装置の問

集中llilj(2) 日

利 谷信義 「家」術iJ度の構造と機能(1)12)一一

「家」をめぐる財産関係の考察

2. 3， 4 

林 茂壬午政変と自由党系新聞雑誌の論

調(1)

渡辺 洋三 農地相続Kついて(1)(2)・・ ・・ ・一…..5， 6 

藤田 勇初期ゾピエトになける 7)レタス主

高橋 言成

調査

磯田 進

潮見俊隆

千葉正士

輝峻衆三
梶井 功

調査報告

義法理論の展開(2)ーーそのー側面

...・5

日本所得税制lの史的構造・白目… ー・ー・.....6

鹿児島県農村調査覚書(3) 旧郷

士衛IJ村落の社会構造(上)一一ーー ー2・3

鹿児島県農村調査覚害(4)士族共有

社一一旧郷土制村落のー側面一一一 一一..5

鹿児島県農村調査覚書(5)地域*.ru音色・0 ・。・ 6

鹿児島県農村調査覚舎(6)土地利用

の変遷・主T.主小作関係 ・改革後の

農業経済の動向........ ー .................. 6 

氏原正治郎 ・江口英一 ・ 日雇労働者の賃金と

山崎清 最低生活費(1) ・ 4

資料紹介

遅塚 丘、約 フランスK於ける土地制度史関係、

題...............ー ーいー..一 一...........5 史料Kついてー

研究覚書 紹介

加藤俊彦三井銀行と池田成彬・ ーー・・…・一 .........4 竹内 重年 『ポY基本法のイデオロギー的内

調査 容jHelmulRumpf "Der 

石田 雄鹿児島県農村調査覚書(1)一一地域 ideologische Gehalt des 

井出 嘉憲 社会になける政治と行政一一・・ ー.........5 Bonner Grundgeselzes"， 1958." ・6

安良城盛昭 鹿児島県農村調査覚書(2)一一議摩

藩大限国姶良郡蒲生郷の農民と郷 第 14巻

士 .......一…・ー・…・・・・・ …...........6 

第 13巻

l号 1961.10.31 2・3合併号 1961.12.12

4号 1962.2.12 5号 1962.3. 5 

6号 1962.3.23 

論 説

関谷嵐子 イギリス労働組合の共済手当制度

(1)(2)一一主として 19世紀末にな

l号 1962.10.15 2号 1962.10.31

3・4合併号 1962.12.14 5号 1963.2.18 

6号 1963. 3.23 

論説

戸原 四郎 ドイァ産業資本の特質 (上)一一

1 9世紀の南ドイツ綿工業につい

て一一-ー

李 在茂李朝末期tてがける農民の社会的存

在形態・・0

けるその機能と問題点Kついて 林 健久 明治前期の租税構造(1)(2)・・ー ・・・・2，3・4

・'1，2 .3 小池 和男産業別賃金交渉の構造(1)(2)一ー鉄

浅井 教 社会主義的憲法原理としての民主 銅産業Kなける実証的研究一一・・一.2，3・4
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小林三衛私有林野の形成ー ・ 0 ・・ 0 ・・ 5 

研究所の出版活動

済構造(1)(2)一一領主経済の構造と

木田純一ゾグヱト刑法と刑罰の本質 ・・…・ 0・5 変動 ーーー ・ぃ ・・ 0 ・・ 3.4.5 

針生誠吉中華人民共和国国家論の諸問題 田口陽一後進国援助の現状 主として対

人民公社の政社合ーと国家死 外債務償還負担累増側面からの接

滅論一一 ........ ・..・..・・ 0 ・・ 0 ・・.6 近 ー......................・・・ 0・・・5

高梨 昌現代日本の中小企業問題一一中小 藤瀬浩司プロ γ ャ農民解放と農業進化の構

企業論の反省一一 ・・ ・・ー・・・・ 0・・ 0 ・・・・ 6 造(1).................................. .........・ ・6

調査 潮見俊隆基地訴訟の現状と基地闘争の諸形

望月礼二郎鹿児島県農村調査覚書(7トー山林 態(1)一一続・日本の念かの外国一一 '6 

所有の諸形態 ..••. •.• ••.. ・・ ・・ 2

調査報告

氏原正治郎

中西 洋

伊藤三次

神奈川県Kなける新規学卒者労働j

市場の変貌ハ ー.....一 '・・…ー… 3・4

京葉工業地帯調査中間報告川新規

学卒者の就業問題 変貌過程K

ある千葉県の実態一一・・…・ ......・・0・6

氏原正治郎 ・江口英一 ・ 日雇労働者の賃金と

山崎 清

資料紹介

最低生活費(2)ーー 6 

遅塚忠県 フランス土地情Ij度史関係史料補遺 ・・ I

佐藤良雄藤井対武田事件一一大正4年連合

部判決直後Kなける「婚約」保護

の一事例--'・ F
D
 

書評

宇野 博二石崎昭彦『アメリカ金融資本の成

立』

海外学界事情

石田 雄西欧・アジア・日本一一海外研究

断想一一 ー ・ ・・・・・・ー・ 0 ・ー・・・ 0・6

第 15巻

1号 1963. 8.20 2号 1963.9.14

3'4合併号 1963.11 . 29 5号 1964.2.5 論説

6号 1964. 2.29 

論説

三輪畠男戦後農業金融制度の構造 一一 ……… l 

戸原四郎 ドイツ産業資本の特質(下)一一

1 9世紀の南ドイツ綿工業Kつい

研究ノート

加藤俊彦第一銀行と佐々木勇之助一 -

研究覚書

堀音[1 政男 イギリス V亡事、けるヘイピアス ・コ

ーパスの歴史的展開ーーその身柄

提出令状的な機能の時期を中心と

して一一一.....................・ ...... 6 

.3・4

書評

隅谷三喜男 藤田若雄・船橋尚道編『石炭鉱業

合理1ヒの実態、J...........・ ー一 ..2

山口 和雄加藤俊彦大内力編著『国立銀行

の研究J....一.......... 一.....5

5 

回顧

南原 繁 ・大内兵衛

我妻 栄・宇野弘蔵

鵜飼信成 -有泉 亨

内田 力蔵・高橋幸八郎

記事

東京大学社会科学研究所創立 15周年記念式典記事・..1 

社会科学研究所の

1 5年・ ・・ー…・ ・ー一 I

第 16巻

l号 1964.10.22 2号 1964.11.25 

3号 1965. 1.25 "・ 5合併号 1965.3.12 
6号 1965.3.24 
く嘉治真三教授還暦記念号>

安良減盛昭 第一議会f'L:1>>ける地主議員の動向・・ ・ー 1

藤1額浩司 プロシャ農民解放と農業進化の構

造(2) ー.1

内田力蔵サー ・へY リー ・メ-;/とイギリ

ス法の「法典化J(1)←ー 19世紀
てー一・ー・一......................................1 イン ドU亡事、ける立法Uてたいするメ

柴垣罪IJ夫 日本金融資本研究序説(I)(2) 財 -;/の貢献 ................................2 

関型金融資本の構造介析一一 目白・2.3・4 伊藤喜雄農地改革後になける農家の階層変

志村嘉一国家独占資本主義の方法論的な試 動(1)(2)................. ・・……・・・ぃ2.3 

論一一一両世界大戦世界恐慌と管 加藤栄一 グァイマノレ期ドイツ資本主義の構

理通貨制一一・ー ................・・ ・・・・・・ ・2 造と運動(1)(2)一一国家独占資本主

遅塚忠釘 1 7・8世紀ノレアン大司教領の経 義的政策体系の必然性一一・・・・・・・3.4・5
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石田 雄 日本になける政治的近代化の型K 大銀行を中心として一一 . • •...• ........ 1，2 

ついて・……ー…ー・ー・・・・… 一…......"・5 山本 潔 技術革新と労働市場構造の変貌

辰巳 光世政治的キー ・シYポノレと引照、基準

の体系川一一憲法調査会公聴会記

一ー機械工業なよび装置工業K名、

ける実~iE的研究一一 ー ・ ー I

録の内容分析を通して一一・・・............4・5 渡辺洋三 戦後の地方行政と公有地入会 ・・… ・2

井出嘉憲アメリカ~;J:，'ける政府 P R の構造 藤田若雄戦後日本労働争議論ーー ーー ーー ー......2

と機能・ー・・・ ・ ・ ・……・・・・ー・ーー .6 和田 春樹 近代ロ γア社会の発展構造(1)(2)

鈴木圭介アメリカ農業金融の史的展開一一 一一 1890年代のロ γァ一一 ー ー2.3 

主として南北戦争以後の抵当金融 稲本洋之助 フランス革命期になける相続法改

を中心として一一・ーー …・・・・・・ .......6 草Vてついて(1)(2)'" ・・ 0・ー ー・・ .... 3， 5 

渡辺一夫新潟地震←ーその社会経済地理的 伊藤 隆ロンドン海軍軍縮問題をめぐる諸

諸問題一一・・…・ ・ー・・ ・…・・ーー .6 政治集団の対抗と提携〔第 His)ー一 ." 

資料 佐藤 良雄 判例IHてなける婚姻予約の研究ー・・ ・・ーー 5

石田雄解説 S. N .アイゼ/''/ュ fl."ト「近 藤田 勇 30年代前半のソビエト法論Kつ

大森 弥訳 代化一一成長と多様性 J .・・・・・・・・・ l いて・ ー....・...ーーー ー .........・・・ 6

宮野啓二南北戦争前夜~;J:，'けるアメリカ工

業一一 1860年工業セ Y サスの統

計的整理を基礎Kして一一 ・・・ ー・…..6

調査報告

稲本洋之助 1 8世紀末のパリ 地方Kなける直

系卑属相続人の相続分割慣行(1)(2)

( 1786一一共和暦3年)..............3，4' 5 

研究ノート

大石嘉一郎 日本Kなける 「産業資本確立期」

Uてついて 最近の「通説l批判l
の検討 一........・・0・・ー・一 ......4・5

大内 力段階説と類型論Kかんする覚書

毛利健三 1825年恐慌とイギリス綿工業

一一イギ リス産業資本確立過程の

構造分析序論-_...........-...・・ .... 6 

研究ノート

坂野潤治杉固定一 ・野田仁兵衛関係文書K

伊藤 隆みる明治20年代の選挙と地方政

治…・…ー ー・…・・ ー ー….....・..........1 

文献紹介

中五太一 ソグェト K於ける中国フソレジョア

革命運動史の研究 エス・エリ

・チフピンスキー著「孫逸イ山Jを
中心として一一・ーー ー・ー・・・…..............2 

ーロストウとガーシエンクロン 調査報告

6 渡辺洋三入会権の実態一一岐阜県吉減郡小

学界事情 森 実 j鴛利地区の一事例一一・… 田ー ・…・ー・・ 3

高橋幸八郎・毛利健三歴史学国際会議K

遅塚忠粥 ・石坂昭雄つい7・e ・・・ ー・……・ 2
石田 雄・和田春樹 .、

回顧

嘉治真三(語りて)嘉治教授還暦記念座談会

鵜飼信費(聞きて)rアメリカ研究と私』 ・ 6 
鈴木圭ノl
渡辺一夫
加藤俊彦(司会)

第げ巻

l号 1965.10.18 2号 1965.11.16

3号 1965.12.18 4号 1966.2.7 

5号 1966. 2.28 6号 1966.3.17

論説

加藤俊彦戦時経済下の銀行資本(l)(2)一一六

小泉 明神奈川県Kなける老齢者の健康状

鈴木継美態Kついてー ー・・・ ー.4

資料

高柳信一京築地帯K辛子ける企業誘致土地造

成事業関係資料(l)(2)・ 一・ー・ーー .....5，6

書評

栗田 健大河内一男編 『産業別賃金決定の

機構』・・・・・

御園生等柴垣和夫箸『日本金融資本分析』

一一 「財閥」の成立とその構造 .... 4 

第 18巻

l号 1966.6.10 2号 1966.10.25
<有泉亨教授還暦記念号>

3号 1966.11.2

5号 1967.3.2 

4号 1967.2.10 

6号 1967. 3.18 
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論説

渡辺洋三

藤田若雄

山口浩一郎

佐藤良雄

潮見俊隆

l貝 孝一

石坂昭雄

労働j法の基本問題ー・・ー 一一 ・・・ ・・・l

就業規貝IJ~関する判例研究ー ・・・ー・・ l 

試用労働契約の法的構成Kついて・ 0 ・・・1

西ドイツ』てなける第二次大戦後の

内縁問題

検察官論断章一一岐路Kたつ検察

輸血過誤の研究序論(1)(2)一一不適

合輸血を中心として一一 ー ... ーー2.5

オランク Kなける近代財政の成立

(1)(2)一一オランダ型貿易国家の市

民革命と財政制度の変革(1975 

1830)一一 ・ 0 ・.. ・・ 0 ・0 ・・・.2，3 

山田卓生借地法の生成と展開(1)(2) 宅地

利用権の譲渡転貸を中心Kして一一・ 2，4 

稲本洋之助 相続法Kなける立憲君主制的契機

1 9世紀前半のフランスをみ

て ー........................................3

中五太一 中国官僚資本主義の形成(1)(2)一一

3 0年代K於ける国民党の経済政

策を中心としてー_ ........................3，4 

内田 力蔵 イギリスKかける裁判官の身分保

障~ついてー ・ーー…ーー・ー ーー ー5

佐々木隆雄南北戦争以後のアメリカ鉄道建設

とその経済的意義 1860-90年

(1 )(2)一一一...........・ e ・ .............5，6 

研究ノート

氏原正治郎 「社会政策なき社会政策論」一一

岸本助教授の大河内教授批判一一 ーリー l

史料紹介

渡辺国武関係文書研究会渡辺国武関係文書(1)(2)'"4，5 

書評

柴垣和夫渡辺洋三編『現代法と経済』

岩波講座 現代法7-ー・…・・・・ー ー・ー一 2

高橋幸八郎 ユベーノレ ・プロシェ 『日本経済の

奇蹟J(パリ 1965年)・・・・・・ ・・・・ ・・ 3 

研究資料

基本的人権研究会 「基本的人権研究会」研究

報告集

渡辺洋三現代国家Kなける基本的人権…口 6 

石田 雄 日本Vてなける法的思考の発展と基

本的人権 ・........・ e・.."....・ H ・-・ 0・....・….6

針生誠吉人権保障Kなける近代立憲主義型

研究所の出版活動

と社会主義型一ーその原理的試論一一 "6

藤田 男社会主義社会と基本的人権.....…・ ・・6

奥平康弘戦前日本憲法学Kなける「基本権j

の観念 ・…・・ ....・."............."... …"6 

回顧

有泉 亨(語りて)有泉教授還暦記念座談会

加藤 一郎 (聞きて)r有泉先生の学聞をめぐ
藤田若雄
渡辺洋三 って 』一........一一…ー・…・・I

氏原正治郎(司会)

第 19巻

l号 1967.10.12 2号 1967.12，28

3号 1968. 1.16 4号 1968. 3.15

5号 1968. 3.21 6号 1968. 3.27 

論説

坊!音1I 政男 イギリス近代法の形成(1)(2)一一18

世紀後半Kなける司法的立法研究

序説一一・， 守・・・………・一 一ー ......1， 2 

山口浩一郎 試用労働契約の研究・…・・・ぃ・ー 一......1 

伊藤 隆 ロントツ海軍軍縮問題をめぐる諸

政治集団の対抗と提携(2)・ ・ ......2 

松沢 哲成 「昭和維新」の思想と行動一一橘

孝三郎の場合 ー ー..............3 

高村 直JliJ 日本紡績業の確立と構造(1)(2) 

1 890~ 1 900 年一 •• • 4， 5 

三輪昌男 協同組合理論の若干の検討(1)(2)

近藤理論系譜の諸研究Kつい

て ...........一…・・・・・・ ー・ .......4. 5 

保木本一郎 ドイツ~;j:，'ける営業警察の展開川(2)' " 5， 6 

高村直助 日本紡績業の展開一一 1 900~

1914年一一......，....-.............・・・・・・・・ 6

調訳

渡辺 章 分析的・比較的文脈Kなける「プ

手塚 利彰 ロテスタンテイズムの倫理」説・ ・ー ・・・・ l
岡罪Ij郎

座談会

磁田 進 -稲本洋之助

藤田 若雄・保原喜志夫

山口浩一郎 ・渡辺達郎

渡辺洋三

磯田 進(編集者)

書評

プランスの労働事情

(1)(2)(3) ・・ー ー.....2.3，4 

佐藤 正東京大学社会科学研究所編『泊岸

漁業と漁村社会の研究』 一一長崎 -

茨城・千葉の実態調査一一 ー一 ...3 

研究ノート

柳沢 治三月革命期Kなける手工業者運動
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とその社会的経済的諸問題・ ーー・ー… 5 村1林章夫 明治前期町村財政の形成と教育

資料分析 費徴集・…

安良城~UB 初期帝国議会下の地租軽減 ・ 地価 書評

修正述動とその基盤 ・・ー ・ 6 福島正夫 藤田勇著 『ソビエト法理論史研究』

1917ー 1738年 . •• .• ・・・ 2 

第20巻

l号 ゆ68.9.10 2号 ぽ渇.10.25

3・4合併号 1969.3.26 5・6合併号 1969.3.31 

<内田力草花教授還暦記念号> <高橋勇治教授還暦記念号>

論説

馬場宏二アメ リカ貿易 1 9 1 9~1939 年一..... 1 

山之内 靖 マルクス・エングノレスのドイツ資

回顧

高橋勇治(語り手)r高橋先生と中国研究J..一 5・6
古島荊11$(聞き手)
本橋渥

垂1生誠吉
藤対昇三

内田力蔵教授略歴 ・著作目録一覧 ..・.....… 3・4

高橋勇治教授略歴 ・著作目録 ー ーー・ー・・・… 5・6

本主義論一一三月革命時代を中心 第21巻

Kして一一一 ・

内田 力蔵 1 9世紀後半のインドの統治と法

とメーン一一サー ・へy リー メ

l号 1969.1 2. 17 2' 3合併号 1970.3.18

4号 1970.3.25 5・6合併号 1970.3.31 

論説

-;/と イギリス法の「法!lI!-化」 戸塚秀夫 戦時社会政策論の一回顧....・..・・・・…..1 

(2)・ ーーー・・ 0・・ー・・…・ 0・・・ ー ー2 内田 力蔵 イY ド忙なけるイギリス法導入と

保本木一郎ドイツ Kなける営業警察の展開 メーン(2).......

( 3・完 )ーー・…・・・・ ・・・…ー・…・ ・…・ 2 西川 純子 1920年代アメリカの企業金融分

内田力蔵イ Y ドKやけるイギリス法導入と 析一一金融資本展開過程のー側面

望月礼二郎 イギリス法Uてかける「基本的違反

の法理J~てついてー ...................3・4

堀部政男 イギリスKなける先例拘束性法理

の確立期論ーーマ Y スフィーノレド

裁判所の先例理論を中心Kして一一...3・4

戒能通厚近代イギリスUてなける土地所有と

相続(1)-イギリス所有権法のー

考察一一...................................3・4

7 ランス革命初期の民事陪審論 3・4

持株会長tvてついての一考察一一T
NEC報告第 29巻を中心K一一 ー..3・4

国民経済復興期tてなける統制l政策

とその性格一・….............. ・・ー… 5・6

中国Kかける過渡期階級闘争と犯

罪闘争の理論と実態…・・・……・ ー一ー 5・6

中国の文化大革命の政治過程・ ー ....5・6 研究ノート

転形期Kなける「中国銀行」の綿 奥平康弘明治 20年新聞紙条例・出版条例

メ-;/・・・・・ 0 ・・.......・... ーー・0・・・ 3・4

稲本洋之助

西川純子

古島和維

針生誠吉

管沼 正久

中島 太一

業投資の構造 …・… ・・・・一 … .-... 5・6

藤田 勇十月革命Uてなける人民裁判所の形

相11沢

2 .3 

治 ドイ Y三月革命の農業 ・土地問題

一一「農民革命」の介析を中心K

2 .3 

洋三損失補償の実態と理論 一................ー 4 

信正

和恵

通厚近代イギリスKなける土地所有と

相続(2)一一イギリス所有権法の一

考察一一一-

戦後国鉄賃金決定機構の考察一一

昭利 24~ 32年を中心として ・ーー5・6

『帝国主義論』プラ y …・ ・・0・・・・・・・ 5'0

辺
島
屋

渡
野
大

戒能

早川征一郎

馬場宏二

資料

伊藤 隆

坂野 1潤治
竹山護夫

岡田良平関係文書 υ …e・e・..........・・5・6

Kついての若干の考察(1)(2)一一明

治憲法になける表現の自由の考察

成過程一一裁判所Kかんする布告 の前提と して一一 一一・ ・・ ー・・・…・・ 1，4 

第 l号の成立女め ぐって一一・・ ・ー.....5・6 書 評

研究ノート 岡田 与好小山貞夫著『中世イギリ スの地方
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行政』 一 ー・ ・・… ・ー .....2・3

戦後改革研究会報告

戦後改革研究会戦後改革研究の課題と視角- 一ー 5・6

柴垣和夫 1日本経済の側面から・ ・ ........5・6

戸原 四郎 2外国経済の事例から e・・.-..・ー・・ ー5.6

石田 ~~ 3政治学の観点から・一…ー ーー ・…….....5・6

J蕗悶 勇 4.社会主義諸国のばあい ー .....5・6

大内 力 5. r戦後改革jへの二つのアプローチ 5・6

第22巻

I号 1970.10.20 2号 1970.12.17

3号 1971. 1.22 4号 1971.3. 9 

5'6合併号 1971. 3.29 

論説

小湊 繁相対的安定期Kなけるドイツの大

銀行と産業の資本蓄積(Jトーー・ ー … l 

石田 lJt 内容分析Kよる田中耕太郎最高裁

研究所の出版活動

伊藤 喜雄労働調査論研究会編『戦後日本の

労働調査J.......・ e・… 一一一 ・・…・・ー3

村上 勝彦 社会科学研究所調査報告第 12集

『倉敷紡績の資本蓄積と大原家の

土地所有J.........・ e ・・・・・・・・ '.4 

戦後改革研究会報告

戸塚秀夫 労働改革研究への接近方法 ・・ ・・l

労働j調査論研究会中間報告

戸塚 秀夫 戦後初期の労働組合 ・争議調査 ・ー一一..<1 

山本 潔京浜工業地帯調査について ・ ・一....4 

中西 洋 『労働市場の研究 』についてー .....-...5・6

早川征一郎 日本型労働者論と郵政現業職員

調査一.............. ・ ・ e・ e ・.....5・6

第23巻

l号 1971.9.3 2号 1971.11. 5 

3号 1972.2. 5 '1号 1972. 3.25 
<宇高基輔教袋還暦記念号>

5・6合併号 1972.3.27

論説

長官の観念構造の究明・・・・ 0・・・...........••• 1 渡辺 洋三 戦時立法と戦後改革.......・.......・ 6・・ e ・l

加藤俊彦戦後インフレーショ Y と銀行ーー… '..2

小湊 繁相対的安定期Kなけるドイツの大

銀行と産業の資本蓄積(2)・......・ 0 ・0 ・ 2 

藤田 若1$労働協約の研究一一大正9年~昭

利谷 信義 明治民法になける「家」と相続・・・・一 l

稲本洋之助 フランス草命初期の裁判官選任論・・ ・・・・ 2

鈴木 圭介 アメリカ資本主義の発展と鉄道業

中西 弘次 (3)一一南北戦争以前の時期を中心

利 5年頃の労働協約一ー ・…・ 0・・・ e ・ ・3 K一一.........................一 .....-......2

松沢哲成石原莞爾と世界最終!ìl~論( 1 )!2)-V持 戒能通厚近代イ ギリス土地相続法の社会的

州事変前後の日本77シズム運動一一 3，4 基鍵(1)(2)一一イギリス所有権法の

鈴木圭介アメリカ資本主義の発展と鉄道業 一考察ーー・・・・ー・…・・・ー・一一・・ 3，5・6

中西広次 (1)- 南北戦争以前の時期を中心 藤間 勇 「ゾピエ ト社会主義法学」 の展開

K一一 ー・ー ー・ー・ ー......・・ ・ 4 一一第一次法体系論争をめぐって一一・・.4

戸原 四郎 1920年代を中心とするアメ リカ 和田春樹ロシア第一次革命Kなける労働J問

の景気変動と金問、の動向ー・ ・・・ 5・6 題一一ココ アツォ 7委員会をめぐ

鈴木圭介アメリカ資本主義の発展と鉄道業 って一一

中西弘次 (2)一一南北戦争以前の時期を中心 中高太一戦後K於ける中国官僚資本の基本

に一一ー ・ー・ー・…ー ・・・… .....5・6 性格 1946-47年段階の工業

研究ノート を中心として一一・…・ー ・・・…一......… 4

奥平康弘明治20年新聞紙条例 ・出版条例 神林 章夫公共企業体の自立的基盤一一「公

Kついての若干の考察(3) 明治 共投資論」への一視角・日本電々

憲法になける表現の自由の考察の 公社と建設投資 ーーー ー ...........5・6

前提としてー-'"・ ..........一…・・ 2 研究ノート

手塚利彰戦前の労働組合法問題と|日労働組 手塚幸11彰戦前の労働組合法問題と旧労働組

合法の形成と展開(1トー ・・・・ 0 ・0・・ ・ 2 合法の形成と展開(2)目・h ・・・…ー・・・・・・ 2 

書評 宮崎良夫行政国家Kなける営業の自由(1)(2)"3，5・6

宮川 淳 馬場宏二著『ア メリカ農業問題の 本間重紀戦時経済統制j法分析K関する予備

発生J..一・ ……・一一一 ・・・ … … l 作業ー ・............... …・…H ・...一… 3
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戦後改革研究会報告

馬場宏二戦前戦後の世界経済… ー一.......・ ーーl 

斉藤 孝第二次世界大戦Vてなける枢軸諸国

の敗戦の態様

稲本洋之助 現代法研究の方法上の諸問題 ー .........1 

石田 雄戦後改革と組織構造一-一 ・ ・・ーー I

遠藤湘吉政府聞の財政関係一一地方財政調

整制度を中心K一一 ・・・ ・・・ 3 

柴垣和夫財閥解体と財閥再編 ー ....... ・ー 3 

林 健久 ドァジライン， γ ャウプ勧告の周

辺 戦後財政史口述資料Kよる

研究のために

岡田与好現代経済史学の成立一- ………・ 2

稲本洋之助 プランス革命初期Kなける検察の

構造ー・ ぃ ・υ ・ー ・・ ・・・・ 一・0・・・… 2 

宮野啓二 ぺ yγノレグェニア保護主義の経済

的基盤 I 9世紀前半期のアメ

リカ鉄工業と保護関税一一・ー・・・・・・・・ 3 

田口 陽一 J・タック商会の成立とその倒産

一一アメリ力投資金融業の展開と

金融資本形成過程への推転のー側

面-_..ー・ 0・…一一・・ー ー ........3 

. 5・6 西川 純子 1920年代アメリカtてなける金融

平田 重明 東欧の戦後改革とその国際関係....・..5.6 機関の集中・ー・・ ー・・・・ ・ '..3 

加藤栄一国際通貨制度VL:h>ける戦前戦後の 外尾健一アメ リカのユニオ Y ・γ ョァプ布IJlI)......4 

連続と不連続一一連合国の戦後世 秋田成就アメリカ労働協約に名、ける非争議

界経済核想のー側面一一 ー ー5・6 条項の法的強制jの問題 Boys 

書評 Market Case(1970)に関連し

社会科学研究所編『基本的人権の研究 j(全 5巻) て一一一 …一一 ..............................4

長谷川正安基本的人権研究のためK一一 『基 山口浩一郎 「労働者憲章」法とその後のイタ

本的人権の研究』総論の書評とし リア労使関係.•• • • • • • • . . • • • • . • • . • • • • • • • • • • • .・ 4

て一一 ・ ー....・・・・・ 0・・・ ・・・・.........1 宮崎 良夫 プロイセン忙なける官府裁判

樋口 陽一基本的人権の歴史性と法技術的構

成の理解をめぐる若干の問題点・ ・ー I 

和田英夫 「基本的人権」のはじめての総合

的研究

片岡 具 「基本的人権Jと労働基本権論・0 ・0 ・0 ・・l
座談会

字高基輔 (語り手) 宇高基輔教授と経済学 ー ....4 
藤田 勇(聞き手 )

岡崎栄松
古島 幸口雄

和田 春樹

宇高基輔教授略歴 ・著作目録 ー...・H ・.....・e・-回一・…・… 4 

第24巻

l号 1972. 8.12 2号 1972.12.27
<林茂教授還暦記念号> <高橋幸八郎教授還暦記念号>

3号 1973. 3. 9 4号 1973.3.24
<鈴木圭介教授還暦記念号> <藤田若雄教授還暦記念、号>

5・6合併号 1973.3.28 

論説

干高島新吾 警察と政治との交錯 一................•. . ••• • 1 

小山 博也 日本社会党設立時の地方組織

一一埼玉県の場合一ー ・ .....ー.....・・ 1

伊藤 隆 「挙国一致」内閣期の政界再編成

問題一一昭和 13年近衛新党問題

一一 156

(Ka mm er j us ( i z ) ーー ー ー5'6

戒能 通厚 司法国家命Ijの歴史的構造一一近代

イギリス統治構造分析 ・序一一・ー...5.6 

研究ノート

松沢哲成 「満洲国」の形成ー一日 中関係史

のー断面一一-

石田 雄 ラテン ・アメリカになける日本研

究断想

加藤俊彦陸奥宗光と地租改正 ーー .....・..・・ 0・・2

大石嘉一郎 雇用契約書の変遷からみた製糸業

賃労働の形態変化 ーー ーー ー・ーー 2

柴垣和夫日本金融資本の特質 拙著への

書評をめぐって ..........・ ・・・ ・・・ 2

平石 直昭横井小楠i研究ノート 一一思想形成

VL関する事実分析を中心K一一・…...5.6 

戦後改革研究会報告

清水 陸 「憲法改正Jと国会 ー … …… 5'6 

書評

藤田若雄鼓肇雄若『マ ックス ・グェパーと

労働問題』を読んで ー ー............4 

座談会

高橋幸八郎(語り手) 経済史研究とその国際

稲本洋之助(聞き手) 交流一一社会科学研究
潮見俊隆
大石嘉一郎 所 25年間の回顧とと



和田春樹 もに一一・………・・・・ー一一.....2
渡辺洋三

岡田与好(司会)

鈴木圭介(語り手 )
宇治団富造(聞き手)
本田創造

田口陽一

田島恵児

宮野啓二(司会)
中西弘次(報告)

回想

アメ リカ経済史研究の

回願と展望・ 0 ・ー・・・・ ー ..3 

戸塚秀夫 (聞き手) 藤田若雄先生K聞く

一ーその学問と信仰一一 … 4

文献目録

中西弘次 アメリカ経済史関係文献目録

( 1 945~7 1 年) ........…-ー… ".3

林茂教授略歴 ・著作目録

高橋幸八郎教授略歴 ・業績目録 。 リ・・・ ー・・・ー・… 2 

鈴木圭介教授略歴・著作目録・ー・ー・・ .... 一一・・一一 3

藤田若雄教授略歴・著作目録一 ........... … ..-.-・・ 4

第25巻

1号 1973.10.12 2号 1974.2. 9 

3号 1974.2.13 4号 1974.2.26

5号 1974.3.23 6号 1974.3.29

論説

加藤俊彦長期信用銀行の一考察一一長期信

用銀行の構想の形成過程一一ー・… ー .1 

外尾 健一 アメリカのユニオン・ショァプ制(2) ・1

稲本洋之助 フランス革命初期Kなける治安判

事の創設(1)(2)".. ・・ ・・・…・ 田・・・・・…・・ 2， 3 

宮崎 良夫 「法治国」の理念と現実(1)一一プ

ロイセン官僚甘j1J法治主義の特質一一一一 2

手塚耳目彰 ドイツ団結法発展史論(上)

一一団結の自由放任期になける労

働組合と団結法一一・ー ・・・・…........3 

研究所の出版活動

戸塚秀夫 日本Kなける外国人労働者問題K

ついて・・・・・司・・ー・ーー 一・ー・・・ ・・・ー・・一ー・..5

資料紹介

佐藤良雄判例家族法の再検討のために一一
関粥一郎 婚姻予約在いし内縁(1)一一・・・ -・.....6

戦後改革研究会報告

竹前 栄治 アメリカの初期対日労働政策・・・…-…..1 

小田中聡樹 刑事訴訟制度の改革Kついて・・ー・・ "'1 

依田精一戦後改革Kなける新家族観の成立 ........2 

書評

高柳信一・藤田勇編『資本主義法の形成と展開j(全3巻)

遅塚忠鰐資本主義と営業の自由(1巻).. ー.....3

片岡 屍行政 ・労働と営業の自由(2巻 ) ・・ 3

山中永之佑 企業と営業の自由(3巻) ー・・ ぃ・田3

川上敏充
平岡 久

宇治田富造鈴木圭介編『アメ リカ経済史 』ぃ ー.....4

川上忠雄馬場宏三著『世界経済一一基軸と

周辺』 二つの必然性ーーー.......…"4

調査報告

戸塚秀夫 日本の「新左翼j諸党派の形成と

展開 その組織的系譜について

の概観

座談会

氏原正治郎(語り手)
井出嘉憲(聞き手)

高初1I 信一
田端博邦

利谷信義

宮崎良夫
渡辺 治
渡辺洋三

第26巻

公務員制度調査会発足

の経緯と問題点(1)'" ・・…田・・.6

l号 1974.11. 1 2号 1975.1.4 

3'4合例号 1975.2.12 5号 1975.3.1 

<1磯田進教授還暦記念号>
和田 春樹 1896年ベテノレブノレク綿工業労働 6号 1975.3.27

者のゼネスト・ぃ………・ー・・・ー・…..…4 論 説

伊藤 隆 「挙国一致」 内閣期の政界再編成 宮崎良夫 「法治国jの理念と現実(2)一一プ

問題(2)ー υ …・・・・.........….-....一…..4 ロイセ Y官僚制法治主義の特質一一・ ・・ 1

平石直昭主体 ・天理 ・天帝(1)(2) 横井小 本間 重紀戦時経済法の研究(2)一一国家的独

備の政治思想一一一…・・田・・ー・ー … 5，6 占と経済法

藤田 勇 ソ連K品、ける経済改革と法(1).......・・・5 天川 晃占領初期の政治状況 内務省と

本間重紀戦時経済法の研究(1)一一国家的独 民政局の対応ーー .......・-一 一……・.2

占と経済法一一・ ……・……・ - 一.6 潮見俊隆 法社会学Kなける村落構造論一一

研究ノート 戦後法社会学史のー駒一一........一 ..3・4
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渡辺洋三入会の解体とその要因・・一一……一.....3・4 磁田 進法社会学と私・ー ・・・・… ............3.4

江守五夫村~類型論からみた農村家族の構

造- …・ ・・ーー 一一..............1・4

利谷信義農業資産相続特例法案と GHQ.........3・4

稲本洋之助 意識分析一一相続と農業経営資産・ ー3・4

秋田成就労働契約Kなける契約の推定操作

Kついて 一............. リ・・・・・・・・......3・4

外尾健 :f1.フト ・ハートレ一法下のユニオ

;/.ショァプ筒1].…・・一・・・ー ー・…・ 3'4

望月礼二郎 イギリスの危険物責任一一ライラ

Y ズ準員1]の消長一一・・・・ー・・ ー ー3・4

吉野 悟 ガイウス法学提要Uてなける自由身

分の論理・・・・・・・・・ ・・・・・・……ー … 3.4 

加藤栄一 ニューディーノレ財政の成果と限界(1)......5 

毛利健三 「自由貿易帝国主義j論争の意義

と限界一一自由貿易物神崇符批判

のネ見4まから一一 一・ ・ ・・・…・ー・・田・ー 5

田端 博邦 フランス~j:"ける労働者参加制度

(1) 企業委員会制度の成立と展

開一一 .•...• ••.....• ー・・ ・・・・・….....6

山本 潔戦後危機に品、ける「大衆示威j運

動....................・・ ...... 一ー・・ 0・e ・6 

研究ノート

安保哲夫 W・A・ブラウ y の戦間期アメリ

カ資本輸出論一一W.A. Brown， 

Jr.， Th.e fnte γnationat Gotd 

StandaγdRe;nteγpγeted， 

磁回進教授略歴・作品目録・・・・・ーー・ ・… …・……・3・4

第27巻

l号 1975.8.29

3号 1976.2.12

5・6合併号 1976.3.30

2号 1975.12.5 

4号 1976.2.19 

論説

藤田 勇 ソ連Kむける経済改革と法(2) ・…・… 1

田端博邦 フランスKなける労働者参加制度

木村靖二

伊藤 隆

広渡清吾

加藤栄一

岡田与好

竹村英輔

(2ト一一企業委員会制度の成立と展

開一一…

グァイマノレ共和国』てなけるドイツ

保守派の解体一………・・・一一一一一一 2

「挙国一致j内閣期の政界再編成

問題(3)ー ..........................................2

「第三帝国の法構造j試論ー←授

権法体制を中心として一一・ー・・・ー…一 3 

ニューディーノレ財政の成果と限界(2)・一 3 

自由放任主義と社会改革一一 119

世紀行政革命」論争K寄せてーー… ...4

イデオロギーとしての協同体国家

一一イタリア ・ファシズム史のー

断面一一・・ ・・… u ………・ 目白・・ー…・・… 4

稲本洋之助農地所有と公的介入(1)-フラン

スになける 1960年代以降の展開

ー..5・6

1914-1934， NBER. N.Y.， 石田 雄オーストラリアになける労働組合

1940 (XXX+l，420p)より一一 ・・・ . 5 と政党 .................... ー・・ 5.6

調査報告 手塚利彰 ドイツ団結法発展史論(中)一一

手塚耳目彰 昭和40年代Kなける農村労働市 団結の自由放任期Kなける労働組
場変化の一事例(1)・・ ....…・・・…………・ 6 合と団結法一一 一・・・ 0 ・・ 0 ・・ 5.6 

資料紹介 研究ノート

佐藤良雄判例家族法の再検討のためK一一

関粥一郎婚姻予約在いし内縁(2)(3)一一ー…・・・ 1，2 
馬場宏二国家独占資本主義論をめぐって・ ・ 2 

和田 春樹 日露逃亡犯努人引渡条約付属秘密
伊藤 隆 「江木千之 ・江木翼関係、文書」 宣言書・・ー・…ー・ ・・・・・・ 0・…・・ー ・… 4 

「小泉策太郎関係文書J.…ー ぃ・・・・・… 2 奥田 央 ソビエ ト初期経済建設期Kやける

座談会 「農工結合体J理念の展開と消滅…・・… 4
敵国 進(語り手) 研究生活の回顧・ー・...........3・4

渡辺 治 1920年代Kなける天皇制国家の

秋田成就(聞き手) 治安法制l再編成をめぐって 治
潮見俊隆
利谷信義

安維持法成立史論一一…・……… ……5・6

望月礼二郎 資料紹介

山口浩一郎
渡辺洋三

江守五夫(司会)

佐藤良雄判例家族法の再検討のために一一

関粥一郎婚姻予約ないし内縁(4)(5)ー・.....1，5・6
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書評

藤1頼浩司

隅谷三喜男

西回美昭

傷井克己

升味準之輔

大島 清

田中英夫

大内秀明

第28巻

柳沢治若『ドイツ三月革命の研究 』 ー・ l

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革JI(全8巻)ー ・0・・・ - ー 一2

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 6 農地改革』…....................2

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 2 国際環境J・・ …・ 0 ・・ ・ ・ 3 

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 3 政治過程j.. ・ ーー ・ー・ 3 

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 7 経済改革』ー…・ー ー・ '4 

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 4 司法改革』一・ ・ー ー5・6

東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 8 改革後の日本経済 j........5・6

l号 1976.7.24 2号 1976.8.31 

3号 1976.11.2 4・5合併号 1977.3.2 
<加藤俊彦教授還暦記念号>

6号 1977. 3.22 

論説

山本 潔東芝争議(1949年)の研究(1)(2)

(3)・・・ 0 ・・・・ ・・ ・・...・ ー ...........1，2，6 

稲本洋之助 フランスKなける夫婦財産関係、法

の現代的展開目白白ー・・ ー ・ 一ー ーー I

石田 雄中村敬字と福沢諭吉 西欧思想

への対応になける二つの型 ー・・・・ 2 

稲本洋之助 農地所有と公的介入(2) フラン

スVてなける 1960年代以降の展開 ・..2

原因純孝農地賃貸借の法構造とその特質(1)

(2)一一ナポレオン法典の成立過程

K見るその法律的社会的基礎一一・・・ー 3，6

戸原四郎 ヒノレファディ Y グの貨幣論の現実

的背景一一オーストリーの通貨事

情との関連をめぐって ...........4・5

岡田与好自由貿易と教育改革 口パート

・ローのばあい一一・・ ・・ ・・ 田・ー・ー・・・・ー 4・5

加藤栄一 相対的安定期ドイツの地方債市場・・…4・5

安保哲夫 1920年代アメリカ外国証券発行

の投機的性格 圏内証券投機事、

よび投資銀行の活動との関連f"C:J:.' 

いて一一・ー・ ・・・・・ ・・ ・・ e ・・ ・ ・4・5

山崎広明戦時下になける在華北日本紡績会

研究所の出版活動

社の経営動向K関する覚書ー・ー・ ・・ 4'5 

後藤光蔵稲作経営受委託の構造ー農民層分

解の現段階一一…・一一一一・ー… ..6 

研究ノート

工藤 章 相対的安定期のドイツ化学工業 ・・ ・・・l

田中慎一保護国問題 有賀長雄立作太

郎の保護国論争一一........・..............2

池田恒男明治41年大審院「第三者」制限

連合部判決の意義一一不動産物権

変動論の歴史的理解のためK一一一 '・ 2

吉田 克己 現代不動産賃貸借法制分析へのー

視角一一フラ Y スを素材として ーー 3

調査報告

柴垣和夫大学の移転統合 ・新設Uてとも在う

地方行財政の諸問題・……・ーー ・ 4・5

海外事情

渡辺洋三イギリスの社会と法一 一・……一 4・5

全体研究報告

斉藤 孝イタリア 77γズムの諸問題 .....3 

有賀 臥 アパ γーと抵抗一一ドイツ教会闘

争をめぐって一一・ ・0・0・・…一 ...........3 

大石嘉一郎 昭和恐慌と地方財政・・ ・・・・…・・ 一.....4・5

書評

田沼 肇東京大学社会科学研究所編『戦後

改革 5 労働改革』ー・…・…ー "1 

山之内靖 和田春樹著『マノレクス ・エングノレ

スと革命ロ γア』…・…ー・・ ・・ ・ 6 

座談会

加藤俊彦(語り手) 研究生活を回顧して 金

渡辺洋三(聞き手) 融史研究を中心Kー υ4・5
大石嘉一郎
柴垣和夫
山崎広明
戸原四郎(司会)

加藤俊彦教授略年譜・著作目録 ・・・・・・・…....・ a・4・5

社会科学研究叢書

1 宇野~j，、蔵資本論入門(第1巻) 白白書院 1948.1 

2 有泉亨労働争議の法理 自白書院 1948.3 

3 高橋勇治中国国民党と中国共自白書院 1948.3 
産党

4 遠藤湘吉 イYプレーショ Yと 自白書院 1949.2 
日本の財政

5 字野弘蔵資本論入門(第2巻) 自白書院 1949.5 

一一 159一一



第221冊 柴垣和夫

東 京大学社 会 科学研 究 所研 究叢書 日本金融資本分析 東京大学出版会 1965. 9 

第23冊氏原正、治郎

第 l官1]-鵜飼信成 日本労働問題研究 東京大学出版会 1966. 1 

行政法の歴史的展開 有斐閣 1952.12 第24fllt 山本 潔

第2冊佐藤 功 日本労働市場の構造 東京大学出版会 1967. 2 

憲法解釈の諸問題 有斐閣 1953. 7 第25冊 井出嘉憲

第 3冊大内 力 行政広報論 効草書房 1967. 8 

農業恐慌 有斐閣 1954. 3 第26fllt 稲本洋之助

第 4而}渡辺 洋三 近代相続法の研究 岩波害1苫 1967. 3 

農業水利権の研究 東京大学出版会 19臼.6 第2η|骨藤田 勇

第 5冊潮見俊隆 ソビエト法理論史研究 1917~1 937 岩波書庖 1967. 3 

農村の構造 岩波書庖 19~泊 .11 第28i11t 石田 雄

第 6冊石田 雄 破局と平和 東京大学出版会 1968.10 

明治政治思想史研究 未来社 1954.11 第四fflt 安良城盛昭

第 7冊高柳信一 歴史学Vてなける理論と実証(第l昔日)街擦の7J<:書房 1969.3 

近代プロイセン国家成立史序説 有斐閣 1954.12 第301m 馬場宏二

第 8冊 石田 雄 アメリカ農業問題の発生東京大学出版会 1969. 7 

近代日本政治構造の研究未来社 1956. 6 第31冊氏原正治郎高梨 昌

第9冊加藤俊彦 日本労働市場分析(上) 東京大学出版会 1971.10 

本邦告斯子史論 東京大学出版会 1957. 3 第32冊 氏原正治郎高梨 伝自ヨ

第10冊宇野 iJ1.、蔵編 日本労働市場分析(下) 東京大学出版会 1971.12 

地租改正の研究(上巻 ) 東京大学出版会 1957. 8 第33冊渡辺洋三

第11冊宇野虫、蔵編 法社会学研究 l 現代国家と行政権

地穏改正の研究(下巻) 東京大学出版会 1958. 4 東京大学出版会 1972. 2 

第12冊高橋 勇治 第34fl日渡辺洋三

中国人民革命の研究 iJJ.、文堂 1957.10 法社会学研院2 入会と法東京大学出版会 1972. 3 

第13冊藤田 勇 第35冊渡辺 洋三

社会主義的所有と契約 東京大学出版会 1957.11 法社会学研究3 農業と法東京大学出版会 1972. 9 

第14冊渡辺洋三 第36fl骨渡辺 洋三

法社会学と法解釈学 岩波書l苫 1959. 5 法社会学研究4 財産と法東京大学出版会 1973. 3 

第15冊潮見俊隆 第37fllt 藤田若雄

農村と基地の法社会学 岩波書底 19ω. 4 日本労働争議法論 東京大学出版会 1973. 3 

第16冊渡辺洋三 第38冊馬場宏二

土地・建物の法律制度L上)東京大学出版会 19ω. 9 世界経済基砲lJと周辺 東京大学出版会 1973. 3 

第17冊石田 雄 第四冊渡辺洋三

現代組織論 岩波書庖 1961. 3 法社会学研院5 家族と法 東京大学出版会 1973. 9 

第18冊小林謙一 第40冊渡辺洋三

就業構造と農村過剰人口 御茶の水書房 1961. 3 法社会学研究 6 憲法と法社会学

第19冊藤田 若雄 東京大学出版会 1974. 3 

日本労働協約論 東京大学出版会 1961. 5 第41冊渡辺 洋三

第20冊 渡辺 洋三 法社会学研究 7 法社会学の課題

土地・建物の法律制度(中)東京大学出版会 1962. 4 東京大学出版会 19九.3 

第21冊 加藤俊彦・大内力編著 第42冊和田春樹

国立銀行の研究 動草書房 1963. 7 マノレクス ・エングノレスと革命ロシア
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動草書房 1975. 1 

第43fl甘山崎広明

日本化繊産業発達史論 東京大学出版会 1975.10 

第44冊渡辺洋三

現代法の構造 岩波書庄 1975.11 

第45冊石田 雄

日本近代思想史Kなける法と政治 1976. 2 

東京大学社会科学研究所研究報告

第 1集東京大学社会科学研究所編(代表者大河内一男)

戦後労働組合の実態 日本評論社 1950. 3 

(大河内一男編労働組合の生成と組織東京大学

出版会 1956.再干Ij) 

第 2集東京大学社会科学研究所編(代表者鵜飼信成)

行政委員会 日本評論社 1951. 5 

第 3集東京大学社会科学研究所編(代表者有泉 亨)

戦後宅地住宅の実態 東京大学出版会 1952. 6 

第 4集東京大学社会科学研究所編(代表者有泉 亨)

日本社会の住宅問題 東京大学出版会 19日.11

第 5集東京大学社会科学研究所編(代表者宇野弘蔵)

林業経営と林業労働 農林統計協会 1954. 4 

第 6集大河内一男編

日本労働組合論 有斐閣 1954. 6 

第 7集大河内一男・氏原正治郎編

労働市場の研究一一中学校卒業生の就職問題一一

東京大学出版会 1955. 9 

第 8集磁田 進編

村落構造の研究 徳島県木屋平村一一

東京大学出版会 1955.12 

第 9集有泉 亨編

給与公営住宅の研究 東京大学出版会 1956. 3 

第10集高橋幸八郎 ・古島敏雄編

養蚕業の発達と地主制 福島県伊達郡伏黒村実態調

査報告一一 御茶の水書房 1958. 3 

第11集 大河内一男 ・氏原正治郎 ・藤田若雄編

労働組合の構造と機能 東京大学出版会 1959. 2 

第12集宇野弘蔵編

日本農村経済の実態 東京大学出版会 1961. 2 

第13集有泉 亨編

集団住宅とその管理 東京大学出版会 1961. 4 

研究所の出版活動

ヨ一口ツノf諸国の団地管理東京大学出版会 1967. 3 

第16集労働調査論研究会編 (代表者氏原正治郎)

戦後日本の労働調査 東京大学出版会 1970. 3 

第17集高柳信一藤田勇編

資本主義法の形成と展開 1-一資本主義と営業の

自由 東京大学出版会 1972.10

第18集高柳信一 ・藤田勇編

資本主義法の形成と展開2-一行政・労働と営業の

自由一一 東京大学出版会 1972.12

第19集高柳信一・藤田勇編

資本主義法の形成と展開 3一一企業と営業の自由一一

東京大学出版会 1973. 3 

第2Q集鈴木圭介編

アメリカ経済史 東京大学出版会 1972.12 

第21集岡田与好編

近代革命の研究(上) 東京大学出版会 1973. 8 

第22集岡田与好編

近代革命の研究(下) 東京大学出版会 1973. 8 

第23集渡辺洋三編

入会と財産区 動草書房 1974.11 

第24集大石嘉一郎編

日本産業革命の研究(上)一一確立期日本資本主義の

再生産構造一一

第25集大石嘉一郎編

東京大学出版会 1975. 6 

日本産業革命の研究(下) 確立期日本資本主義の

再生産構造一一 東京大学出版会 1975.10 

第26集東京大学社会科学研究所編

現代社会主義 その多元的諸相一一

東京大学出版会 1977. 3 

東京大学社会科学研究所調査報告

第 I集石炭業になける技術革新と労務管理 1筑~

第 2集造船業Kなける技術革新と労務管理 l従量3

第3集 造船業十てなける社外企業の性格と諸類型 1知

第4集造船業Kむける労働市場の構造 1964 

第 5集 造船業十てなける労働J市場と賃金 1965 

第 6集京葉地帯tてなける工業化と都市化 l後五5

第 7集都市tてなける被保護層の研究 1966 

第 8集 f臼岸漁業と漁村社会の研究 1967 

長崎県・茨城県・千葉県の実態調査ー一

第 9集都心地十てなける宅地住宅の変遷 ゆ68第14集高橋幸八郎編

産業革命の研究 岩波書庄 1965. 7 第10集活岸漁村の近代化K関する研究 1969 

第15集有泉 亨編 一一広島県 ・愛媛県 ・岩手県の実態調査一一
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第11集倉敷紡績の資本蓄積と大原家の土地所有 1970 

第一部

第12集倉敷紡績の資本蓄積と大原家の土地所有 1970 

第二部

第13集戦後初期労働争議調査

第14集総理大臣演説の内容分析

第日集 漁業紛争の法社会学的研究

東 京 大学 社 会 科学研究所 資 料

(第 1集~第4集は調査資料)

第 l集大内力

農業災害補償制度の実態

第 2集大内力・略峻衆三

肥料消費構造の研究

第3集嘉治真三 ・鈴木圭介

1957年アメリカ合衆国農民経済階層K関する統計集 l蜘

第4集 ソ連邦の社会保障 19臼

第 5集 1791年憲法の資料的研究 1972 

第 6集戦後危機Kなける労働争議 1

一一読売新聞争議一一 1973 

第 7集戦後危機Vてなける労働争議 2

一一統読売新聞争議一一 1974 

東京大学社会科学研究所資料叢書

第 l集貴族院多額納税者議員互選人名簿

第 l冊 (新潟県) 御茶の水書房 1970 

第2冊 (東京府) 御茶の水書房 1970 

第 3冊 (千葉県) 御茶の水書房 1970 

第4冊 (山梨県) 御茶の水書房 1970 

第 5冊 (群馬県) 御茶の7.1<書房 1971 

東京大学社 会 科学研究所

文献 資 料目録

第1冊 東京大学所蔵ロシア ・ゾグェ ト

関係図書目録

第 2冊(I)同

第 2冊 (II) 同

第3冊 ニュー・ディーノレ政策文献目録(経済編) 1鮒

第4冊(1) 極東国際軍事裁判記録

「検察側証拠書類J目録
第4冊 (II) 極東国際軍事裁判記録

1971 

1971 

1974 

「弁護t領IJ証拠書類」目録 1972 

第4冊(皿) 極東国際軍事裁判記録

「総記編J 目録 1973 

第 5冊 「旧労働法」立法関係資料等目録

松岡三郎教授資料一一 1976 

ANNALS OF THE INSTITUTE OF 

SOCIAL SCIENCE 

No.7 (1966) -No. 18 (1977) 

1957 

.Mil (1953)， Aii.2(1956)， Aii.3-6 (1962-65) 

は SocialScience Abstracts の誌名の下I'Cf社会

科学研究』掲載の主在論文なよび社会科学研究所の刊行

1957 物(単行本)の英文要旨を掲載した。また，.Mi 7以降の

各号Kも，社会科学研究所の刊行物(単行本)の英文要

旨が掲載されているが，以下では省略。

Nn7 (1966) 

Popu l a r At t i t udes Toward the J apanese 

Emperor.........・ 一 ・・ー ISHIDA Takeshi 

Development of Japanese Banl<ing S;'stem ・

IくATO Toshihil<o 

Development of the Agricultural Production 

& ItsProductivity in theTokugawa Shogu 

na te ..............ー ー ............ARAKI Morial<i 

Nn8(1967> 

Urbanization & Its Impact on Japanese pol i-

tics: A Case of a Late & Rapidly Deve-

loped Coun t ry....・υ ・・・0・・ー・ ISHIDA Tal<eshi 

La Revolution francaise et le Jacobinisme 

dans I'historiographie japonaise 

.. T AKAHASH I Kohach i ro 

Nn9(1968) 

お

羽

田

Q
d

n

v

n
ud
 

Profi t & the Socia l i st Economy 

UDAKA M 0 tosul<e 

Japanese Public Opinion & Foreign Policy--

Present Aspects & Future Outlook 

I SHIDA Takeshi 

Iくomeito Its Political Characteristics' 

.ARUGA Hiroshi 

NnIO(1969) 

1971 

Some Problems of Political parties in the 

Meij i Era .. ・・・・・・ ・・0・・・ HAYASHI Shigeru 

La Restaurat ion de Meij i au Japon et la 

Revo l u t i on Franca i se 
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研究所の出版活動

...TAKAHASHI 1くohachiro in the Rehabi 1 i tation Period of the Na 

The Pecul iari ty of Labor Mark巴tin Japan tional Economy...・・・ FURUSHIMA Kazuo 

with Special Reference to the TollYo- The Rise of Mod巴rnEconomic History 

Yokohama Industrial Area ・・・・ 目・・ ・・・ ・・ ・・....・・・・・・・・・・ ・・・・・ OKADA Tomoyosh i 

UJ IHARA Shoj iro Some Preparatory Notes on the peace PreseI 

No. 1 1 (1 970) va t i on Law i n P rewa r J a pan 

lndustrial izat ion & Agricul ture・ ACritique .................................OKUDAIRA yasuhiro 

of Prof.S.Kuznets' Emphasis on Agricul- The Logic of Japanese lmperialism ・

ture in the Process of lndustrialization ・ー・・ ・・ 一ー ー・・ 田・ー…・. SHI BAGAIく Kazuo

'OKADA Tomoyoshi No.I5(1974) 

Contemporary Problems of Medical Law in Judges in Japan ........... USHIOMI Toshitaka 

Japan .................................... BAI Koichi Fami ly and Law in Modern Japan.. 

Japan's Changing lmage of Gandhi・・・・・・ ・ ・・・ ・・・ ......................υ・ WATANABE Yozo 

ー ISHIDA Talleshi The Russian February Revolution of 1917 

The Management of Local Government ・ 0 ・ 田・・・・ ... ..' ............ ... ........ WADA Ha rull i 

ー .....IDE Yoshinori History of Marxist Legal Theory in Japan: 

No.I2(1971) Some Aspects ...........…... FUJ ITA Isamu 

Management & Politics in Local Government No.I6(1975) 

ー ..IDE Yoshinori Universal ism in Late Kokugawa Japan: The 

A Content Analysis of Chief Justice of the 'Confucian' Thought of Yokoi Shonan .. 

Supreme Court Kotaro Tanal叶 'sSpeeches ・・・ ・ e ・0・ー..... HI RAI SHI Naoak i 

.. ISHIDA Takeshi The Formation and Development of the Japa-

Differenciation of the Peasantry & Peasants' nese 'New Left' Groups: AHistorical 

Movements in the Process of Disintegration Survey of Their Organizations 

of Feudal & Seignorial Land Property in . TOTSUKA Hideo 

J apan .. ー・・ ・ー ・・ ・・ ・・ー・・ OISHI Kaichiro No.I7(1976) 

Researches on Labor Problems in postwar Japan Japan's Modern Legal System: lts Formatio日

Study Group on Labor Problems and Structure......TOSHITANI Nobuyoshi 

Administrative Implications of population 'Mass Demonstration' Movements in the Period 

Growth; the .Japanese Case ........一・ーー ーー of postwar Crisis......YAMAMOTO Kiyoshi 

..TACHI Minoru & IDE Yoshinori Korean Immigration in Prewar Japan 

No.I3(1972) ・・ 0 ・ ー・・…・・0・・ ........ TOTSUKA Hideo 

High Growth and Supply of Funds in the Post- Elem巴ntsof Tradi tion and 'Renovation， in 

war Japanese Economy......KATO Toshihiko Japan During th巴・Eraof Fascism¥..... 

The Decision-Making Process of the Regional ー リ ー・・・・・・・・・・ー ...............ISHIDA Takeshi 

Development Pol icy ...........-IDE Yoshinori Japan's Industrial Revolution: Its Evolution 

Legal Aspects of Union Democracy .. 一一 andCharacteristic Features. 

. Y AMAGUCH 1 1くoi ch i ro ・・ .... 一.............-....ー ・ー・・ー OISHI Kaichiro 

The production Control Struggle in the No.I8(1977) 

Period of postwar Crisis ....... ーー・・ ・・・ ・ C i t i zen恥lovementsagainst Industrial Pollu-

YAMAルIOTO Kiyoshi tion: Case Study of Fuj i Ci ty， Japan 
The Manchurian lncident and 'Inter-Racial ・・・ 白 目・・・ ーー Vishwana lhan， Savi lr i 

Harmony' ............ MATSUZAWA Tetsunari Legislation and Actual Developments concer 

No.I4 (1973) ning lnheritance of Agricultural Property 

China's Control Pol icy & Its Characteristics in postwar Japan 



TOSHITANI Nobuyoshi 

Karl Marx and Revolutionary Russia ...... . 

"WADA Haruki 

全体 研 究の成果の 刊 行

京葉地帯における工業化と都市化 1965.3.30 

総論 (遠藤湘吉井出嘉憲)

第 I編財政・金融 (遠藤湘吉・加藤栄一 ・加藤俊彦

-柴垣和夫 ・志村嘉一 ・林健久)

第 1章都市化 ・工業化と千葉県財政

第2章旧市原町の財政

第3章工業化と千葉県金融

第E編土地造成・水利 (戸原四郎 -柴垣和夫・高柳

信一・佐藤竺・渡辺洋三)

第 l章 臨海部Kなける土地造成の経済的諸問題

第2章企業誘致土地造成事業の法的構造

第3章工業用水と農業用水

第皿編農業・漁業 ・家族 (安良J:;R盛昭・伊藤喜雄・

潮見俊隆・利谷信義)

第 1章 京葉工業地帯の展開と農業構造の変貌

第2章漁業補償

第3章農漁業家族trc対する工業化の影響

第N編工業・労働 (氏原正治郎・高梨昌・藤田若土佐

-伊藤三次)

序章問題の所在と限定

第 I章工業化と労働移動

第2章新規学卒者労働市場と学校教育

第3主主 臨海部進出企業の労働問題

第V編 住宅 (有泉亨・山口浩一郎 ・佐藤良雄-山田

卓生)

序章

第 1章千葉県の住宅事情

第 2章 ベッド ・タウン地区と工業化地区の比較

第3章住宅供給の実態

第4章辰巳団地

第 5章給与住宅

第百編政治 (井出嘉憲・辰巳光世 ・伊藤隆)

第 1章工業化をめぐる政策決定過程

第2章戦後千葉県Kなける選挙と政党

基本的人権の研究(全5巻}

第 l巻総論 1968.3.26

高橋八郎右衛門序

高柳信一近代国家Uてなける基本的人権

小林直樹現代国家と人権 立憲街Ijの人権保障機能

の検討一一

渡辺洋三現代資本主義と基本的人権

芦部信喜私人聞になける基本的人権の保障

針生誠吉 人権債韓十てなける近代立憲主義型と社会主

義型ーーその原理的試論一一

柴垣和夫 資本主義経済と基本的人権一一諸権利と経

済との距離一一

藤田 勇社会主義社会と基本的人権

第2巻歴史 1968.7.10

I 日本

石田 雄 日本Kなける法的思考の発展と基本的人権

奥平康弘明治憲法忙なける自由権法的Ijーーその若干

の考察

大石嘉一郎 自由民権運動の「基本的人権」論とその基

盤

利谷信義明治前期の人権と明治憲法

加藤俊彦経済統制法と財産権(そのー)

渡辺洋三経済統制法と財産権(その二)

洋VI見俊隆 日本trc;!:.-ける人権侵害事件の実態とぞの処

理状況

H イギリス

下山瑛二 イギリス法十てなける基本権一一「人身の自

由」の制度的定着過程について一一

期部政男 イギリ ス革命と人権一一「営業の自由」の

成立過程

皿 アメ リカ

鈴木圭介 アメリカ独立戦争と人権宣言

井出 嘉憲 アメ リカにむける投票の権利と平等の代表

一一代表再配分の問題を中心K一一

第3巻歴史Il 1968.9.10 

N フランス

野田 良之基本的人権の思想史的背景ーーとく K抵抗

権理論をめぐって一一

稲本洋之助 1789年の「人をよび市民の権利の宣言J

一ーその市民革命Uてなける位置づけ

V ドイツ

奥平康弘 ドイツの「基本権」観念ーーその成立Kか

んする若干の考察一一

影山日出弥 グァイ 7 ーノレ憲法Vてなける「社会権」

戸原 四郎 グァイマーノレ体制と失業問題

VI ロシア・ソビエ卜

和国 春樹近代ロシア社会の法的構造

藤田 勇 ロシア革命と基本的人権



宇高基輔 「全人民国家Jvcついての一考察
vll 中国

古島 幸日雄 旧中国の人権問題と基本権思想、一一人民民

主独裁論との関連Vてないて一一

浅井 敦 中国社会主義法秩序の形成と公民の基本権

針生誠吉中固にむける法的保障害の位置づけ 大限

進からプロレタリア文化大革命まで

第4巻各論I 1968.12.25 

人身の自由

吉川 経夫 日本Uてかける罪刑法定主義の治革

内田 力蔵 イギリス法Kなける「個人的自由の権利j

について一一フ・ラシクストンの「絶対権jの観

念を中心とするひとつの覚え書き一一

堀音1I 政男 人身の自由の手続法的保障一一ヘイ ピアス

・コーパスの人身保護令状的機能の成立史

H 表現の自由

芦部信喜現代Kなける言論 ・出版の自由一ーその機

能と限界のー断面一一

奥平康弘言論の自由と司法審査 戸別訪問禁止規

定をめぐって一一

隅野隆徳集団示威運動の自由

稲本洋之助 1 9世紀フランスにかける「出版の自由」

一ーとく K定期刊行物をめぐる法的規制Jvc
ついて

朋 学問の自由

高柳信一学問の自由と大学の自治

山崎真秀 戦前日本Vてなける「学問の自由J
第5巻各論n 1969.3.25 

N 信教の自由

有賀 弘宗教的寛容一一信仰の自由の思想史的背景

山田 卓生信教の自由一一最近のアメ リカ Kなける展

開

V 財産権営業の自由

遠藤湘吉私有財産権の課税

高橋幸八郎営業の自由 その成立の歴史的条件一一

岡田 与好 「営業の自由Jと，r独占Jなよび「団結j
v1 労働権

有泉 王子労働基本権の構造

氏原正治郎 労働基本権の経済的基礎

藤田 若雄争議法理論の法社会学的研究一一労使対抗

研究所の出版活動

山口浩一郎 労働組合Kなける組合員の権不|ト一組合民

主主義の法的側商一一

氏原正治郎 社会保障の権利意識

石川晃弘
下回平裕身

戦後改革 (全8巻 }

第 l巻課題と視角 1974.3.20 

高柳信一序文

大内 力戦後改革と国家独占資本主義

大石嘉一郎 戦後改革と日本資本主義の構造変化一一そ

の連続説と断絶説一一

渡辺洋三戦後改革と日本現代法

石田 放戦後改革と組織なよび象徴

篠原 一戦後改革と政治カノレチャ一

宮崎隆次

依田精一戦後家族制度改革と新家族観の成立

第2巻国際環境 1974. 10. 1 1 

戦後改革研究会はしがき

斉藤 孝 アメリカの対外政策と日本占領

罪~I回 春樹 Yピエト連邦の対日政策

戸原 四郎西ドイツ十てなける戦後改革

稲本洋之助 フランスKなける戦後改革一一憲法制定国

民議会期の国有化問題を中心として一一

戸塚秀夫 イギリスの戦後改革への道一一労使関係の

枠組を中心Kして

馬場宏二戦前・戦後の世界経済一一日本賠償問題K

関連して

加藤栄一国際通貨制度の改革構想

第3巻政治過程 1974.12.10 

戦後改革研究会はしがき

辻 清明戦後改革と政治過程

松下圭一 戦後憲法の理論構成

清水 l産

柚 正夫

井出嘉憲

憲法「改正」と議会制度改革

選挙制度の改革

戦後改革と日本官僚ffJlJ一一公務員制度の創

出過程一

天川 晃地方自治制度の改革

星野安三郎警察制度の改革

荒i額 豊占領統治とジャーナリズム

奥平康弘放送法制の再編成一ーその準備過程一一

第4巻司法改革 1975.7.10 

関係の特質に注目してーーー 戦後改革研究会はしがき

日護団 進公務員のストライキ権K関する判例法の展 押Vl見俊隆 日本の司法制度改革

開一一批判lと展望一一 利谷信義戦後改革と国民の司法参加一一陪審制・参
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審布Ijを中心として一一 柴垣和夫産業構造の変革

小田中聡樹刑事裁判制度の改革 加藤俊彦資本蓄積と金融市場一一貸付市場を中心K

高棚l 信一行政訴訟法制の改革

宮崎 良夫 ドイツ連邦共利国の行政裁判制度改革一一一

ナチス体制からポン基本法にかけて

江藤イ介泰 フランスの司法制度改革

第5巻 労働改革 ]974.7.10 

戦後改革研究会はしがき

戸塚秀夫戦後日本の労働改革

山本 潔戦後危機の展開過程一ー時期区分を中心と

して一一一

竹前栄治 アメリカの初WJ対日労働J政策

山本 潔 「産業再建」と諸政治主体

手塚利彰 旧労働組合法の形成と展開一一初期労働委

員会の機能分析を中心として一一

早川征一郎 官公労使関係の生成と展開一一国鉄・郵政

(1:なける権利関係を中心として一一

氏原正治郎戦時労働論覚書

第6巻農地改革 1975.2.24 

戦後改革研究会はしがき

大石嘉一郎農地改革の歴史的意義

上原信博農地改革過程と農地改革論

渡辺洋三農地改革と戦後農地法

吉田克己 農地改革法の立法過程一一農業経営規模問

題を中心として一一

小林三衛農地改革と行政過程

石田 雄農地改革と農村になける政治指導の変化

田中 学農地改革と農民運動

利谷信義農地改革と土地改良法の成立

大内 カ農地改革後の農業の発展

原田純孝 フランスKかける農地賃貸借制度改革

第7巻経済改革 1974.5.20 

戦後改革研究会はしがき

加藤俊彦改革期の日本経済

柴垣和夫財閥解体と集中排除

小湊 繁企業再建整備

高僑 誠財政制度改革

林 健久 γ ャウプ勧告と税制改革

遠藤湘吉政府間の財政調整(1)一一地方財政調整制度

の変遷一一

加藤俊彦金融制度改革

志村嘉一証券制度改革

第8巻改革後の日本経済 1975.7.25 

戦後改革研究会 はしがき

大内 力高度成長経済の対外関係

志村嘉一資本蓄積と証券市場

田中 学労働力調達機構と労使関係

林 健久 健全財政主義一一成立 ・展開・崩嬢

渡辺洋三石油産業と戦後経済法体制

山崎広明戦後改革と化繊産業

戦後雑誌目次総覧一一政治・経済 ・社会一一

東京大学社会科学研究所戦後改革研究会編

東京大学出版会干Ij上巻 ] 976. 3 

下巻 1977年刊行予定

本書は全体研究「戦後改革」の一環として，占領下に

発行された人文 ・社会関係の雑誌の目次を年次別・雑誌

矧J(1:整E型し，執筆者名索引を付したものである。

その 他 の 出 版物

社会科学研究所創立15周年記念論文集

序

社会科学の基本問題上下巻 1963.3 

上巻

第 I篤農業・土地所有の諸問題

高橋幸八郎 比較土地制度論考一一共同体規範の解体と

の関連(1::b>ける一一

岡田 与好 イギリス農業革命論の現状ー- T'S'ァ

シュト Y の所論K即して一一

鈴木圭介 ] 9世紀末アメリカになける巨大農業経営

の歴史的性格ーーいわゆる「ポナンザ フ

ァーム」の成立と消滅一一

遅塚 忠約 1 8世紀フランスの農民の主地所有一一ノ

ノレマンディの一個別調査報告

藤i頼 浩司 ドイツ東部十てなける地主大農業の近代化の

構造ー 18世紀後半地主ら 19世紀 80年

代までの経営記録の検討一一

安良城盛日召 幕末期泉州になける小作農の存在形態

自立的小作農民経営形成の困難性とその過

渡的性格をめぐって一一

古島 和維 中国Vてなける農民的土地所有の形成とその

集団的所有への展開

第 2篇独占資本をめぐる諸問題

遠藤湘吉金融資本論の方法Vてかんする一考察一一宮

本義男氏の所論Kふれて一一

大内 力国家独占資本主義論ノート
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研究所の出版活動

戸原四郎第一次大戦前のドイツの資本輸出 Kあらわれる「共同放牧地J
宇高基輔 ロシアKなける国家独占資本主義一一ソグ 望月礼二郎 イギリス法になける入会権

利回 春樹 ェト史学の最近の動向Kついて一一 藤田 勇 社会主義と民法一-'J連V亡事、ける民法典論

嘉治真三 アメリカ合衆国になける企業合同の発展 争史をめぐって

石崎昭彦アメリカ帝国主義』てかんする一考察 ア 利谷信義戦後の農家相続論覚書ーーその展望と問題

メリカの対フィリピ y経済政策の分析一一 点一一

加藤 俊彦財閥十てなける銀行の役割 江守五夫家族史研究と唯物史観一一青山 ・玉城論争

林 健久 明治前期の株式会社一一日本金融資本分析 を中，心として一一一

の一前提 内田力蔵 イギリスの家族法Kなける子の地位 二

柴垣和夫産業資本段階の日本資本主義と「財閥」 つの委員会の報告を中心とする覚書ーー

1890年代の紡績業と三井・三菱 稲本洋之助 農業経営資産と相続一一フランス民法典K

庫峻衆三独占段階への移行期Kなける日本の農業問 なけるその解決一一

題 潮見俊隆東欧諸国の家族と家族法

第 3篇労使関係、の諸問題 第 5篇 国家と公法の諸問題

大河内一男 日本的労使関係の原型一ー第一次大戦後の 高柳信一公法と私法 わが国行政法諸原理の批判

「工場委員会lをめぐって一一 的考察

氏原正治郎 日本の労働組合 下山瑛二 イギリス行政手続法の法理

藤田若雄昭和29年以降の労働組合運動 奥平康弘最近の合衆国最高裁判所をめぐる論議Kつ

塩田庄兵衛国鉄労組新潟地本の第二組合問題 いて一一現代Uてなける基本的人権保障制度

関谷嵐子医療産業の労使関係一一病院争議分析序論 の一考察のために一一

井出 嘉憲 アメリカになける行政理論の転換過程

磯田 進 ピケット権の限界十てついての裁判所的思惟 その歴史的展望と現代Kなける基本動向

一一特に三友炭鉱 ・羽幌炭鉱両事件を比較

しつつ一一 浅井 敦行政救済の中国的方式とその特色

有泉 亨労働基準法Kなけるこ，三の総則的問題 石田 雄戦後日本の政治と政治学

秋田成就労働基準法と権利意識の問題 若干の実 林 茂小選挙区法覚えがき一一大正8年の場合一一

態調査を中心として 小山 博也 市!J限選挙制度下十てなける政党支部組織一一

小林謙一運輸労働者の社会的性格ーーその作業種別 埼玉県政友会支部十てついて←ー

介析 伊藤 隆 明治 I7 -23年の立憲改進党ー一国会開

小池不II男職員層の形成と賃金問題 設以前K品、ける政党の一考察

下巻 高橋勇治社会主義国家Kなける人民の基本権 と

第 4篇市民社会と私法の諸問題 <1tL中国を中心Kして一一

渡辺洋三現代財産法学の課題 辰巳光世思、想史学の方法 A.u ラプジョイを

喜多川篤典 法人理論の問題性一一実在説的考え方を批 中心1tL-一一

判する方法一一 萩原宣之 アーモ Y ド=コ ノレ?/'理論の構造と位置

有泉 王子 生産物責任論序説 づけ一一新興国家の政治分析の方法論とし

吉野 悟 Ager Compascuus一一古代ロー 7 土地法 て
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